-般電話 03-5496-2986 

月曜〜金曜 

9:30〜18:00 

±曜•日曜•祝日 

9:30〜12:00、13:00〜17:00 

(弊社休業日を除きます。） 


※フリーフォンおよびフリーダイヤルは、 
携帯電話 ’ PHS からはご利用になれませ 
ん。一般電話は、携帯電話 ’ PHS からこ' 
利用可能ですび、通話料びかかります。 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/product/blu.html 

カスタ7—サポ ー h センター 

W 0070-800-8181-22 
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-万一、煙び出ている、変なにおいや音びするな 
どの異常状態のまま使用すると、乂災•感電の 
^•6^ 原因となります。すぐに本機の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。煙び出なくなるのを確認して、販売店に 
修理をご依頼ください。お客様による修理は危 
険ですから絶対にしないでください。 

0^ -万一、内部に水や異物等び入った場合は、すぐに 

本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、販売店にご連絡ください。そ 
のまま使用すると火災-感電の原因となります。 

-万一、本機を落としたり、カバーを破損した場合 
は、すぐに本機の電源スイッチを切り、電源プラ 
グを]ンセントかがぶいて販売店にご連絡くださ 
し、そのまま使用すると乂災•感電の原因となり 
ます。 


A 警告 

異常時の処置 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に 
正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危書や 
財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
示をしています。その意味は次のよラになっています。 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 _1 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
死 t または重傷を負う可能性が想定される内容を示し 
ています。 

r A を思 _ 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害の 
みの発生が想定される内容を示しています。 


r 給表示の例 


設置 


詳 

-A# 

巧 



安全上のご注意 


1 


ご使用前に「安全上のご注意」を必ず読み、正しく安全にお使いください。 


公記号はを意（警告を含む）しなければならない 
x ；\ 内容であることを示しています。 

図の中に具体的なを意内容び描かれています。 

。記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は 
分解禁止）び描かれています。 

•記号は行動を強制したり指示する内容を示して 

巧良ぃます。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プ 
ラグをコンセントから抜く）び描かれています。 


0 - 付属の電源コードはこの機器のみで使用するこ 
とを目的とした専用部品です。他の電気製品で 
はご使用になれません。他の電気製品で使用し 
た場合、発熱により乂災•感電の原因となるこ 
とびあります。 

また電源コードは本製品に付属のちの iU 外は使 
用しないで<ださい。他の電源コードを使用し 
た場合、この機器の本来の性能び出ないことや、 
電流容量不足による発熱から乂災-感電の原因 
となることびあります。 

0 - 電源コードの上に重いちのを載せたり、コード 
び本機の下敷きになったりしないようにしてく 
ださい。コードの上を敷物などで覆うと、気づ 
かずに重いちのを載せてしまうことびあります。 
重いちのを載せるとコードび傷ついて、乂災 • 
感電の原因となります。 

使用環境 


-本機の内部に水び入ったり、濡れないようご注 
意ください。乂災•感電の原因となります。雨天、 
降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意<だ 
さい。 

-風呂場、シャワー室等では使用しないでくださ 
し、乂災-感電の原因となります。 
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• 本機の上になびん、コップ、化粧品、薬品や水な 
どの入った容器を置かないで<ださい。こぼれた 
り、中に入った場合、火災•感電の原因となります。 

• 濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないで<だ 
さい。感電の原因となることびあります。 

• 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやす 
いわのなど異物を差し込んだり、落としたりしな 
いで<ださい。火災•感電の原因となります。特 
にルさなお子様のいるご家庭ではごを意ください。 

• 雷び鳴り出したら、アンテナ線や電源プラグに 
は触れないでください。感電の原因となります。 

• 電源プラグの刃および刃の付近にホコ U や金属 
物び付着している場合は、電源プラグを抜いて 
から乾いた布で取り除いてください。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となります。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧 
げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しないでください。コードび破損して乂災-感電 
の原因となります。コードび傷んだら（芯線の露 
出、断線など)、販売店に交換をご依頼ください。 

• 本機のカバーを外したり、改造したりしないで 
ください。内部には電圧の高い部分びあり、乂 
災-感電の原因となります。内部の点検-整備 • 
修理は、販売店にご依頼< ださい。 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず電 
源プラグをコンセントから抜さ、外部の接続コー 
ドを外してから、行ってください。コードび傷 
つさ乂災-感電の原因となることびあります。 

• ぐらついた台や傾いたところなど不安定な場所 
に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因となります。 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載せたま 
ま移動しないでください。倒れたり、落下して 
けがの原因となることびあります。重い場合は、 
持ち運びは2人 LU 上で行ってください。 

• 窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当たる 
場所など異常に温度び高<なる場所に放置しな 
いでください。乂災の原因となることびありま 
す。 

• 本機を調理台や加湿器の近くなど油煙やホコ U 
の多い場所には置かないでください。乂災•感 
電の原因となることびあります。 

• テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器 
を接続する場合は、それぞれの機器の取扱説明 
書をよ<読み、電源を切り、説明に従って接続 
してください。また、接続は指定のコードを使 
用して < ださい。 

• 本機の上に重いちのや外枠からはみ出るような 
大さなちのを置かないでください。バランスび 
<ずれて倒れたり、落下してけびの原因となる 
ことびあります。 

• 本機の上にテレビを置かないでください。放熱 
や通風び妨げられて、乂災や故障の原因となる 
ことびあります。（取扱説明書でテレビの設置を 
認めている機器は除きます。） 

• 放熱を良くするため他の機器、壁などから間隔 
をとり、またラックに入れるとさはすさ間をあ 
けてください。また、次のような使いかたをし 
ないでください。通風孔をふさぐと内部に熱び 
こもり、乂災の原因となることびあります。 
♦押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

♦ じゅうたんやふとんの上に置く。 

♦ テーブルク□スなどをかける。 

♦横倒しにする。 

♦逆さまにする。 

• 本機の上に乂びついたろうそくなどの裸乂を置 
かないでください。乂災の原因となります。 


0 - 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し 
込んで<ださい。差し込みび不完全だと発熱し 
たりホコ U び付着して乂災の原因となることび 
あります。また、電源プラグの刃に触れると感 
電することびあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみび 
あるコンセントには接続しないでください。発 
熱して乂災の原因となることびあります。販売 
店や電気工事店にコンセントの交換を依頼して 
<ださい。 

電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つさ乂災-感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを持っ 
て抜いてください。 

0 - 電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。 

コードの被而<び溶けて、乂災-感電の原因と 
なることびあります。 


ま全上のご注意 


0 


表示され た 電源電圧（交流] 日日ボルト、 
已日 Hz /6 日 Hz ) じ(外の電圧で使用しないでく 
ださい。乂災-感電の原因になります。 

本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶 
などの直流 ( DC ) 電源には接続しないで<ださ 
し、乂災の原因となります。 


使用方法 




® © s ® 0 A 0 Q Q 
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ま全上のご注意 


1 A ミ主意 


使用方法 



® - ディスクを使用する機器の場合、ひび割れ、変形、 
または接着剤などで補修したディスクは使用し 
ないでください。ディスクは機器内で高速回転 
しますので、飛び散ってけがの原因となること 
びあります。 

0 - レーヴーを使用している機器では、レーヴー光 
源をのぞさこまないでください。レーヴー光び 
目に当たると視力障害を起こすことびあります。 

® - 長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。 

スピーカーび発熱し、乂災の原因となることび 
あります。 

® . 本機に秉ったり、ぶら下がったりしないでくだ 
さい。特にお子様はごを意ください。倒れたり、 
壊れたりしてけびの原因となることびあります。 

A -お子様びディスク挿入□に、手を入れないよう 
/葛^ にご注意ください。けびの原因になることびあ 

手を挟まれないようま意 n 

-旅行などで長期間ご使用にならないときは、安 
こ 全のため必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。 

電池のお取り扱い 


® - 指定外の電池は使用しないでください。また、 
新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでく 
ださい。電池の破裂、液もれにより、乂災やけび、 
あるいは周囲を巧す原因となることびあります。 

A -電池を U モコン内にセットする場合、極性表示 
/1\ ( + 極と 一 極）にを意し、表示どおりに入れてく 

ム ~^ ださい。間違えると電池の破裂、液ちれにより、 

乂災やけび、あるいは周囲を巧す原因となるこ 
とびあります。 

® - 電池は加熱したり、分解したり、乂や水の中に 
入れないでください。電池の破裂、液もれにより、 
乂災やけびの原因となることびあります。 

0 - 長時間使用しないとさは、 U モコンから電池を 
取り出しておいてください。電池から液びちれ 
て乂災やけび、あるいは周囲を巧す原因となる 
ことびあります。もし液びもれた場合は、電池 
ケースについた液をよくおさ取ってから新しい 
電池を入れて<ださい。万一、ちれた液び身体 
についたときは、水でよく洗い流してください。 


保守-点検 


-お手入れの際は安全のために電源プラグをコン 
セントから抜して行ってください。 

感電の原因となることびあります。 

A - 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などに 
ご相談ください。内部にホコ U びたまったまま、 
長い間掃除をしないと、乂災や故障の原因とな 
ることびあります。特に湿気の多くなる梅雨期 
の前に行うとより効果的です。なお、掃除費用 
については販売店などにご相談ください。 


-電源の供給を完全に停止するためには、電源プ 
ラグ（遮断装置）を抜く必要びあります。万一 
の事故に備え、本機を電源コンセントの近くに 
設置し、電源プラグ（遮断^ 
装置）に容易に手び届くよ \\^ク臘へ^ 

ぅに設置してくださぃ。 

-機器本体のむ STANDBY / ON ボタンで電源を 
切ってち、電源の供給は停止しません。電源の 
供給を完全に停止するためには、電源プラグ（遮 
断装置）を抜<必要びあります。旅行などで長 
期間、この製品をご使用にならないとさには安 
全のため必ず電源プラグ 
(遮断装置）をコンセント 
から抜いてください。乂 
災の原因となることがあ 
ります。 

-本体表示窓、およびむ STAND 目丫 / ON インジ 
ri ^ ケーターび消えていても電源の供給は停止しま 

せん。電源の供給を完全に停止するためには、 
電源プラグ（遮断装置）を抜く必要びあります。 
旅行などで長期間、この製品をご使用にならな 
いときには安全のため必 
ず電源プラグ（遮断装置） 

をコンセントから抜いて 
ください。乂災の原因と 
なることびあります。 

本機の放熱について 

-本機を設置する場合には、壁から]日 cmiU 上 
の間隔をおいてください。また、放熱をよくす 
るために、他の機器との間は少し離して設置し 
てください。ラックなどに入れるとさには、本 
機の天面から]日 crrau 上、背面から]日 cm 
1；(上、側面から]日 cm 上のすきまをあけて 
ください。内部に熱びこちり、乂災の原因とな 
ることびあります。 
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準備 


付属品を確認ずる 


リモコン X 1 



単3形乾電池 X 2 



オーディオケーブル（白/ホ） X 1 



HDMI ケーブル X 1 



LAN ケーブル X 1 



保話書 

取扱説明書（本書） 


注意 

この製品は JIS C 68日2規格の基で評価されたク 
ラス]レーヴ製品ですび、内部にはクラス]のレべ 
ルを超える危険なレーヴ放射びあります。 

分解や改造などは絶対に行わないで<ださい。 



危険なレーヴ放射に接する恐れのある部分には 、 iU 
下のま意文表示びあります。 


CAUTION CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION RADIATIONS LASER 川 SIBLES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B 
QUAND OUVERT. EVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 
ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALING. 

VARNING KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD. UNDVIK ATT UTSATTA DIG FOR STRALEN. 
VORSICHT BEI GEOFFNETER ABDECKUNG 1ST SICHTBARE UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B IM GERATEINNEREN 
VORHANDEN. NIGHT DEM LASERSTRAHL AUSSETZEN! 
PRECAUCION CUANDD SE ABRE HAY RADIACION LASER DE CLASE 3B VISIBLE 
E INVISIBLE. EVITE LA EXPOSICION A LOS RAYOS lAsER. 
VARO' AVATTA 段 SA OliT ALTTIINA NAKYVALLE JA 

NAKYMATTOMALLE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

を章ここを開〈と CLASS 3B の可視レーザ光及びす可視レーザ 
光が出ます。ビームを直接見たり、触れたりしないこと。 

DRW2282 - A 


t リモコンに電池を入れる 



新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでくださ 
い。 

乾電池は同じ形状でち電圧の異なるちのびあります。種類の違ラ 
乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

長い間 （1 力月！;(上） U モコンを使用しないときは、電池の液漏れ 
を防ぐため、乾電池を取り出してください。ちし、液漏れを起こ 
したとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってから新しい乾 
電池を入れて < ださい。 

不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体の指示 
(条例）に従って処理してください。 

電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前な 
どの高温の場所で使用-放置しないで<ださい。電池の液漏れ、 
発熱、破裂、発乂の原因になります。また、電池の性能や寿命び 
低下することびあります。 


6 








































再生でをるディスク 


DVD ビデオ DVD-R 

VIDEO g 


再生できるディスク/ファイル 
( 動画/画像/音楽）の種類 

び DTS に対応しています。 

ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタル Plus 、 または 
DTS-HD High Resolution Audio を最大のパフォーマン 
スで楽しむには、本機とドルビー TrueHD 、 ドルビーデジ 
タル Plus 、 または DTS-HD High Resolution Audio に 
対応している AV アンプを HDMI ケーブルを使って接続し 
てください。また、ドルビー TmeHD 、 ドルビーデジタル 
円 US 、 または DTS-HD High Resolution Audio び収録 
されているブルーレイディスクをセツトしたあとにディス 
クメニューでドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタル円 us 、 
または DTS-HD High Resolution Audio を選んでくだ 
さい。 

各音声の出力条件については「音声出力端子から出力され 
る音声について」をご覧ください。已〇ぺージ 


下記のマークと 「NTSC」 がディスクレーベル、パッケー 
ジ、またはジャケットに表記されているディスクを再 
生でさます（本機は NTSC( 日本のテレビ方式）に適合 
しています）。 

ブルーレイディスク (BD/BD-ROM) 


DVD-R DL DVD-RW 


甲 


CD 

抽帽區 

DIGITAL AUDIO 


♦ Blu-ray Disc およびぶか.為かは商標です。 

♦ OV ® は DVD フォー マット□コ'ライセンシング(株)の商標です。 


お舶せ 


上記のマークび付いていてを、再生でさないディスクびあります。 
8 cm ディスクを再生するときは、ディスクテーブルの8 cm ディ 
スク専用の枠にセツトして<ださい。アダプターは不要です。 


nniDOLBYl 

DIGITAL* * PLUS 


円 niDOLBYl 

TRu^nr 


ドルビーラボラト u —ズからの実施権に基づさ製造されていま 
す。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラト IJ 一 
ズの商標です。 

藝 dti 

Digital Surround 

" DTS " および "DTS Digital Surround " は 、 DTS 社の登録 
商標です。 


BD の再生について 


-目 D - R 日 M を再生できます。 

-目 D - R 日 M Profile ] に対応しています。 

-目 D - R を再生できます。 

- Blu-ray Recordable フオーマツトバージョン 2 (BDMV 
フォーマツトのデータび記録されている規格）に対応して 
います。 

- Blu-ray Recordable フオーマツトバージョン ] (BDAV 
フォーマツトのデータび記録されている規格）には対応し 
ていません。 

-目 D - RE を再生できます。 

- Blu-ray Rewritable フオーマツトバージョン 3 (BDMV 
フォーマツトのデータび記録されている規格）に対応して 
います。 

- Blu-ray Rewritable フオー マツ トバー ジョン] (力一 
卜 U ツジび付属されている規格）、およびバージョン2 
(目 DAV フォー マツ トのデータび記録されている規格）に 
は対応していません。 

•12 cm ディスクを再生でさます。8 cm ディスクは再生 
でさません。 

. 本機はドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタル円 us 、 DTS - 
HD High Resolution Audio 、 ドルビーデジタル、およ 


DVD の再生について 

- DVD - ROM /- R /- RW を再生でさます。 

-ファイナライズされていない DVD - R /- RVV 、 およびビデオ 
レコーデイングフォーマット （ VR モード）で記録されてい 
る DVD - R /- RW は再生でさません。 

-動画/画像/音楽ファイルの記録されている DVD - R / 
- RVV を再生できます。再生できる動画/画像/音楽ファ 
イルについては「再生できるファイル」をご覧ください。 
^ 8ぺージ 

- DVD - Audio 、 および DVD - RAM は再生できません。 


リージヨンナンバー（地域番号）について 


BD/DVD プレーヤーと BD/DVD ディスクには、販売地域 
ごとに U —ジョンナンノく一び設定されています。本機に設定 
された U —ジョンナンバーび、再生するディスクの U —ジョ 
ンナンノく一に含まれていないときは再生できません。本機（曰 
本向け）で再生で さる IJ ー ジョンナンバーは下記のとおりで 
す。 

• BD : A(A を含む）、 ALL 
- DVD : 2(2 を含む）、 ALL 


準備 


ミミ 


马定 


巧生 


画旨ち，： 
置 


詳 r 若 { 


困つたとキ J 


その巧 

























CD の再生について 

CD - DA ( 音楽 CD ) を再生できます。 

CD - R /- RW の再生は保証できません。 

CD に記録されている動画/画像/音楽ファイルは再生で 
さません。 

マルチセッションには対応していません。 

コピーコント□ール CD について 

この製品は音楽 CD 規格に準拠して設計されています 。 CD 
規格外ディスクの動作保証および性能保証は致しかねます。 
本機のデジタル音声出力端子から出力される CD の音声に 
はコピー禁止信号び含まれているため、接続した録音機器 
にダビングでさません。 


DualDisc の再生について 

「 DualDisc 」 は、片面に、 DVD 規格準拠の映像やオーディ 
才び、ちう片面に CD 再生機での再生を目的としたオー 
ディオびそれぞれ収録されています。 

「 DualDisc 」 を再生機器に挿入をしたり、取り出しをしたり 
するとさに再生面の反対側の面に傷びつ<場合びあります。 
傷びついた面は再生すると不具合びでる場合びあります。 
DVD 面ではない、オーディオ面は、一般的な CD の物理的 
規格に準拠していないために、再生でさないことびあります。 
「 DualDisc 」 の DVD の面は再生可能です。 

なお、「 DualDisc 」 の仕様や規格などの詳細に関しましては、 
ディスクの発売元または販売元にお問い合わせください。 


パソコンで作成したディスクの再生について 

レコーダー、またはパソコンで記録した DVD - R /- RW 、 
CD - R /- RVV を再生できないことびあります（原因：ディ 
スクの特性、傷、巧れ、プレーヤーのレンズの巧れ、また 
は結露など）。また、 CD - R 日 M は再生できません。 

パソコンで記録したディスクは、アプ U ケーシヨンの設定、 
および環境によっては再生でさないことびあります。正 
しいフオーマツトで記録してください（詳細はアプ U ケー 
シヨンの発売元にお問い合わせください)。 


動画 ファイルの巧 化、 フ オー マット 

■ Windows Media™ Video 9 (WMV9) 

- MP@HL 

- VVMV 9 の Complex Profile には対応していません。 

■ Windows Media Video 9 (WMV9) Advanaced 
Profile (VC-1) 

AP @ L 3 

■ MPEG-2 (PS/TS) 

MP@HL 

■ MPEG-1 


画像ファイ J レの夕かと、ソォ~マツト 

■ JPEG 

- ファイルフォーマット：」 FIF/Exif 

-解像度： 4日96 X 4日9目ピクセルまで 

ベースライン」 PEG / プ□グレッシブ」 PEG に対応しています。 

■ PNG 

解像度： 4096 X 4096ピクセルまで 

■ GIF 

解像度： 4096 X 4096ピクセルまで 


音楽ファイルの巧応フォーマット_ 

■ Windows Media Audio 9 (WMA9) 

ビットレート： 

-192 kbps まで（固定ビットレートに目 R )) 

- 384 kbps まで（可変ビットレート（ V 目 R )) 

ヴンプ U ング周波数： 44.] kHz 、 48 kHz 

■ Windows Media Audio 9 Professional (WMA9 Pro) 

ビットレート： 768 kbps 

ヴンプ U ング周波数： 44.] kHz 、 48 kHz 

チヤンネル数：已 . Ich まで 

■ MPEG-1 才ーデイオレイヤー 3 (MP3) 

ビットレート： 320 kbps まで 
ヴンプ U ング周波数： 32 kHz 、44.1 kHz 、 48 kHz 
■ リニァ PCM (WAV) 

ヴンプ U ング周波数： 44.] kHz 、 48 kHz 


再生でをるファイル 


再生でをるフアイルの拡張子 


DVD - R /- RW に記録されているファイル、およびネッ 
ト ワーク上の機器に保存されている動画/画像/音楽 
ファイルを再生でさます。 



-接続している機器によってファイルを再生できないことびあります。 
-ファイルによっては再生でさないことびあります。 

-ファイルによっては再生中にでさない機能びあります。 

-本機で再生でさるファイルの拡張テび付いていても再生でさない 
ことびあります。 

- DRM/WMDRM で保護されているファイルは再生でさません（た 
だし、ネットワーク上の機器の WMDRM で保護されているファ 
イルは再生でさます）。 


■動画ファイル 

• .wmv • .mp 呂 • .mpe 呂 

■画像ファイル 

- .jp 呂 - .jpe 呂 - .pn 呂 

■音楽ファイル 

• .wma • .mp3 • .wav 


•. 呂 if 


♦ Windows Media™ は、米国 Microsoft Corp 日 ration の商標です。 


本製品は、米国 Microsoft Corporation び所有する技術を使用 
しています。また、米国 Microsoft Licensin 呂 Inc. の許可を得 
ずに使用または頒巧でさません。 
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f ホームメディア 
ギヤラリ- 




解像度切換 


音声 


字幕 アングル画面表を I 

回回 C 」 



ィスクナビ！ ポップアップメ, 



口 ion を sr 


電源 FL ディマー 開/開 

@ 9 © 


巧 

巧 

巧 


巧 

证 

巧 


巧 


巧 

证 


1む電源 

電源をオン/オフにします。 

2 A 開/閱 

ディスクテーブルを開/閉します。 

3 FL ディ 7- 

本体表示窓の明るさを調節します。消打を選ぶと FL 
日 FF インジケーターび点打します。 

4数字ボタン 

見たい/聞きたいタイトル/チャプター/トラックを指 
定して再生するとさ、またはメニュー画面で項目を選ぶ 
ときなどに使います。 


ク U ァ 

選んだ項目を取り消す、 
さなどに使います。 

決定 

選んだ項目を実行する、 
ときなどに使います。 


または番号の入力を間違えたと 


または変更した設定を確定する 


5 ホームメディアギャラリー 33 ぺージ 

ホームメディアギャラ U —を表示/終了します。 

6解像度切換^ 21ページ 

HDMI 出力端子、またはコンポーネント映像出力端子か 
ら出力される映像の解像度を切り換えます。 

7 CS ) 音声矿24ぺージ 

BD/DVD の音声言語を切り換えます。 

8 Q 字幕矿24ぺージ 

BD/DVD の字幕言語を切り換えます。 

9画面表示^ 24ぺージ 

ディスクの情報を表示します。 

10齒 アングル 矿23 ぺージ 

BD/DVD のアングルを切り換えます。 

11 ディスクナビ/トップメニュー 27 ぺージ 

ディスクナビ、または BD/DVD の最上層のメニュー画 
おを表 7 J \ します。 

12ポップアップメニュー/メニュー 

BD/DVD のメニュー画面を表示します。 


〇 

岛 

Q 

Q 

Q 

m 

旧 

面 

西 

の 

m 

巧 





各部の名前とはた S き 


1 


リモコン 


© 風 ®® 

@ ©風風 
0 ® © © 


援 


基本設定 


再生 


画質/ 
IF 望 


/音を 


詳細設{ 


困つたとキ J 


その他 
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1317*/ 和/- ► 

項目を選ぶ、または設定を変更するとさなどに使います。 
また、 カーソルを 移動します。 


決定 

選んだ項目を実行する、または変更した設定を確定する 
ときなどに使います。 

14 ホー ムメ ニュー 

ホームメニューを表示/終了します。 

15戻る 

一つ前の画面に戻ります。 

16青/ホ/緑/黄 

BD のメニュー画面を操作するとさに使います。 

17 ◄◄ ►►矿22ぺージ 

早送り/早戻しします。 

► 

再生を開始します。 


II 

再生を一時停止します。再度押すと再開します。 


■ 

再生を停止します。 


^ 23ぺージ 

頭出しします。 

◄II II I ►矿23ぺージ 

再生中に押すとス□一再生を開始します。一時停止中に 
押すとコマ送り再生を開始します。 


18 プレイモード 矿2 已ぺージ 

プレイモード画面を表示/終了します。 

19 フオトズーム^ 24ぺージ 

画像ファイルを拡大します。 

20画質調整^ 41 ぺージ 

画質調整画面を表示/終了します。 

21 テレビコント □— ル矿 20 ぺージ 

お使いのテレビを本機の U モコンで操作できます。 

む 

テレビの電源をオン/オフにします。 

入力切換 

テレビの入力を切り換えます。 

チヤンネル （ +/ —) 

テレビのチヤンネ レを切り換えます。 


音量 （ +/ —) 

テレビの音量を調節します。 
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る部の名前とはた s を 


T " 本な前面部 

Q 曰 □ 0 B 


'_、 ± OPEN/CLOSE , 一 OUTPUT 

Bfu-rau Oise 

RESOLUTION 

] 

圆 FL OFF HD LAN HDMI 


(!) STANDBY/ON 

O I 

三占； O 


1む STANDBY/ON 

電源をオン/オフにします。電源をオンにすると、イン 
ジケーターび点打します。また、本体前面部中央のイン 
ジケーターち点打します。 

2ディスクテーブル 

3 A OPEN/CLOSE 

ディスクテーブルを開閉します。 

4 FLOFF 

本体表示窓、または他のインジケーターび消打している 
とさに点打します。 

HD 

HDMI ケーブルを使って接続して、解像度を72日口、 
] 日8日しまたは ] 日80口に設定しているときに点打しま 
す。また、コンポーネントビデオケーブルを使って接続 
して、解像度を72013、または]日 80 i に設定している 
とさち点打します。 

LAN 

LAN ケーブルを使って接続している機器とネットワーク 
上に認識しているとさに点打します。 


本化表お窓 



ディスクを再生しているとさに点打します。 

2カウンター表示 

タイトル/チャプター/トラック番号や経過時間などを 
表しすす。 


巧） 白〇〇 白 

HDMI ^ 14ぺージ 

HDMI ケーブルを使って接続している HDMI 対応機器へ 
映像/音声信号を伝送しているとさに点打します。 

5本体表窓 

6 ► 

再生を開始します。 

7 ■ 

再生を停止します。 

8 II 

再生を一時停止します。再度押すと再開します。 

9 Iイイイイ#^ 22, 23ぺージ 

頭出しします。押し続けると早戻しします。 

►► ^ 22, 23ぺージ 

頭出しします。押し続けると早送りします。 

10 OUTPUT RESOLUTION 矿21ぺージ 

HDMI 出力端子、またはコンポーネント映像出力端子か 
ら出力される映像の解像度を切り換えます。 


準備 


舊 


ぶ 


I 画質/音声 H 

匪 画 


詳細設ご 


困つたとキ J 


Iその他 
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1 AC IN 

電源コードを接続します。 

2コント□ール入力端子 

■ マーク付さのパイオニア製 AV アンプなどのコント 
□ール出力端子と市販の S ニプラグ付さケーブル（抵抗 
なし、 3.5 0) を使って接続すると、 AV アンプなどの 
U モコンで本機を操作できます。詳しくは AV アンプな 
どの取扱説明書をご覧<ださい。 


システムコント□ール接続するとさは、市販のミニプラグ付さケー 
ブル外にデジタル（同軸）ケーブル、アナ□グ音声ケーブル、ま 
たは映像ケーブルのいずれかを必ず接続してください。 

システムコント□ール接続したとさは、接続した機器 ( AV アンプ 
など）に U モコンを向けて操作してください。本機に U モコンを 
向けて操作することはでさません。 

コント□ール端テのない機器やパイオニア外の製品とシステム 
コント□ール接続することはでさません。 


3 HDMI 出力端子 

HDMI 対応テレビまたは AV アンプなどと接続します。 

4 LAN (100) 

八ブやパソコンなどの LAN 端テ （100 BASE - TX ) と接 
続します。 


5映像出力端子 / S 映像出力端子 

テレビ、または AV アンプなどの映像入力 / S 映像入力 
端テと接続します。 

6コンポーネント映像出力端子 

テレビ、または AV アンプなどのコンポーネント映像入 
力端テと接続します。 

7デジタル音声出力（同軸/光） 

AV アンプなどのデジタル音声入力端テと接続します。 

8音声出力 （5.1 ch ) 端子 

AV アンプなどのマルチチヤンネル （5.1 ch ) 音声入力端 
テと接続します。 

9音声出力 （2 Ch ) 端子 

テレビ、または AV アンプなどの音声入力端テと接続し 
ふ9 〇 

10旧入力端子 

11旧入力設定（設定1/設定 2) 
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映像入力端テへ 


音声入力端テへ 


コンポーネント映像入力端テへ 


音声入力端テへ 


S ビデオケーブル 
(市販品)でち接 
続でさます。 


S 映像入力端テへ 




テレビ 




本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、 DVD レコーダー/ビデオデッキを通してテレビと接続したり、 
DVD レコーダー/ビデオデッキで録画して再生すると、正常に再生でさないことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、 
コピーガードによって正常な再生びでさないことびあります。詳しくはお使いのテレビメーカーにお問い合わせください。 

テレビに D 端テしかないとさは、市販のコンポーネン I -一 D 変換ケーブルを使って接続します。 

ビデオケーブル（付属品）で接続したとさは八イビジョン画質び出力されません。 



本機背面部 


图^圍詞 


乃 


^(§)|(§) (D- 
@|(§)1(§) (§)■ 


^映像出力^ 

100)-, (§1^ 

@)c が, 

^コンポーネント J 
峡像出わ 

^デジタル音青出力一, 


センター 

© 

タブウーファ 

音声出力 
'(5.1 ch ) - 

サラウンド 

錢 

フ□ント 

,(§) 

音亩出力 
^ (2 ch ) 

利 

1 



市販のコンポーネントビデオケーブ 
ルを使って接続ずる 


付属のオーディオケーブルとビデオ 
ケーブルを使って接続ずる 



テレビと接続する 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源を切り、電源コード 
をコンセントか5抜いてください。 



才—デイオケ—ブル(付属品) 


画覃：/音声 

i : 語一. 


羊"，占 


互つたとを 


そのな， 


n ンポ—ネントビデオケ—ブル、または 
ビデオケ—ブル3本(付属品) 






才—デイオケ—ブル(付属品) 


ビデオケ—ブル(付属品) 


基本設定 再生 
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接続 


▼ 本機背面部 



HDMI について 

参本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 
機器に接続したとさ、 DVI 機器によっては正常に動作しないこと 
びあります。 

• 本機のインターフェースは下記の規格に基づいて設計されていま 
す。 

High-Definition Multimedia Interface Specification 

Homr 


HDMI. HDMI □ユおよび High-Definition Multimedia 
Interface は HDMI Licenshing LLC の商標文または商標登録 
です。 


本機の HDMI 出力端子から伝送できる音声 I 

参 44.1 kHz 〜192 kHz、] 目 bit/20 bit/24 bit の8チャンネ 
ル U ニア PCM 音声（サンプ U ング周波数によって制限事項びあ 
ります。詳しくは^已〇ぺージをご覽ください。） 

参ドルビー TrueHD 7.1 チャンネル音声 
参ドルビーデジタル円 US 7.1 チャンネル音声 
参 DTS-HD High Resolution Audio 7.1 チャンネル音声 
参ドルビーデジタル已 .1 チャンネル音声 
参 DTS 已 .1 チャンネル音声 


HDMI 入力端テへ 



HDMI 対応テレビなど 


A 


は信号の流れを 
表しています。 


お舶せ 


お使いの HDMI ケーブルによっては] 080P 映像び出力されない 
ことびあります （ 付属の HDMI ケーブルは]日 80p に対応してい 
ます）。 

HDMI 出力端子に接続していたテレビを変更したとさは、解像度 
切換ボタンで解像度も変更してください。' 21ページ 
HDCP に対応していない DVI 機器（パソコンのディスプレイなど） 
には接続できません。 


HDCP とは 


HDCP(Hi 呂 h-bandwidth Digital Content Protection) とは、 
デジタル画像信号を暗号化する著作権保護システムのひとつで 
す。 


HDCP 対応の DVI 機器と接続したとさ 


参本体前面部の HDMI インジケーターび点灯します（接続した機器 
によっては、機器の入力で本機を選んだとさのみ点なします）。 

参音声び出力されません。オーディオケーブル（付属品）などで接 
続してくださし、'13ぺージ 


HDMI ケーブルを使って接続する 


1本のケーブルで映像と音声を劣化のないデジタル信号で HDMI 対応テレビに伝送 
できます。接続後、 HDMI 対応テレビに合わせて本機の解像度と HDMI カラーを設 
定してください。 HDMI 対応テレビの取扱説明書もあわせてご覧ください。 






「藻 

ib 翼_ 

一農 


SW 


n / 


HDMI ヶ—ブル(付属品) 
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HDMI ケーブルを使って接続する 


HDMI コント□-ル機能について 

参 HDMI コント□ール機能に対応しているパイオニア製のプラズマ 
テレビなどと本機を HDMI ケーブルで接続すると、プラズマテレ 
ビなどで本機を操作でさます。 

参本機の再生を始める、またはホームメニューやディスクナビなど 
を表示すると、プラズマテレビなどの入力び自動で切り換わりま 
す。入力び切り換わると再生画面、またはホームメニューやディ 
スクナビびプラズマテレビに表示されます（オートセレクト機 
能）。このとさ、オフだったプラズマテレビの電源び自動でオン 
になることびあります。 

参プラズマテレビなどの取扱説明書ちあわせてご覽ください。 


HDMI コント□ール機能を使うにはI 

参 HDMI コント□-ル機能は、 HDMI ケーブルで接続されているす 
ベての機器の [ HDMI コント□ール ] を[オン]に設定していると 
さに働さます。 

参接続、および各機器の設定び完了したら、本機の映像びプラズマ 
テレビに出力されているか確認してください（接続する機器を変 
要したり、 HDM I ケーブルを差し直したとさち確認してくださ 
い）。 

参付属の HDMI ケーブル外をお使いのとさは、 HDMI 1.3(カテ 
ゴ IJ 一 2) 規格 I ソ降に対応しているケーブルをお使いください。 

( HDM 11 .3( カテ3 U — 2) 規格降に対応していないと HDMI 
コント□ール機能び正しく動作しないことびあります。） 


準備 


接続 


基本設定 


再生 


I 画質/音声 国 

匪 画 


詳細設定 


困つたとキ J 


その他 
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接続 


付属のオーディオケーブル1本と市販のオーディオ 
ケーブル2本を使って接続します。接続後、[音声出 
カモード]をに.1チヤンネル]に設定してください。 

^ 45ぺージ 

▼本機背面部 


1^1圍函 





光デジタル音声ケーブル、または同軸デジタル音声ケー 
ブルのいずれかを接続します。 


本機背面部 



A 


音声入力端テへ 


光デジタル 
音声入力端テへ 


映像入力 
端テへ 



■=] 


〇 

□ 

〇 


〇 


AV アンプ 


A 


は信号の流れを 
表しています。 


マルチチヤンネル 
音声入力端テへ ■ 


映像入力 
端子へ 



|=! 


〇 

□ 

〇 


〇 


AV アンプ 


A 


は信号の流れを 
表しています。 



アナログ音声ケーブルを巧ってち続 
ずる 


市販のデジタル音声ケーブルを巧つ 
て接続ずる 


サラウンドヴウンドを楽しむ 


デジタル音声出力端子、または音声出力 （5.1 ch ) 端子にデジタル入力（ドル 
ビ ー TrueHD 、 ドルビーデジタル Plus 、 ドルビーデジタル、 DTS-HD High 
Resolution Audio 、 または DTS など）に対応している AV アンプなどと接続します。 
AV アンプとテレビ、および AV アンプとスピーカーの接続については、 AV アンプ 
の取扱説明書をご覧ください。 





良 


才 I デイオケ I ブル(付属品) 

n/ 


才—デイオケ—ブル币販虽 

n/ _ 

才—デイオケ—ブル舌販虽 





ビデオケ—ブル(付属品) 


1 Z 光デジタルケ—ブル(市販品) 


n/ 


同軸デジタルケ—ブル(市販品) 


n/ 


ビデオケ—ブル(付属虽 
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ネットワークに接続する 


LAN ケーブル（付属品）を使ってパソ]ン （ PC ) や八ブに接続します。接続後、ネッ 
トワークの設定を行ってください。19ぺージ 

また、ネットワーク上のファイルを再生するとさはホームメディアギャラリーを使い 

ます。33ぺージ 


0 - 


J \ブを経由して複数のパソコンにち 
続ずる 


すでにネットワーク環境が構築されているときは、 
LAN ケーブル （ 付属品）で八ブ （ DHCP 対応のブ□一 
ドバンドルーターなど）を経由してネットワークに接 
続でさます。 


おが5せ 


]0日目 ASE - TX に対応しているイーヴネット八ブをお使いくださ 
し、。 



バンド J レーター)など 






■ 

r^V Y 

WAN 


パソコンと直接巧続ずる 



固 


LAN ケーブル 

(付属品） 


▼ LAN 端テへ 





▲パソコン 






LAN 端子へ 


LAN ケーブル 
佈販品） 



パソコン1 


▲パソコン2 


LAN 端テへ 


準備 


接続 


基本設定 


再生 


I 画費/音声 国 

麗正 画 


詳細設定 


困つたとキ J 


その他 


17 
























































































































基本設定 


I セットアップナビを使って設定する 

本機をお使いになる際に必要な最低限の設定を行います。 


ぶ電源をオンにずる 


電源 

FL ディマ- 

開/開 

遂) 

〇 

© 



护ームメディ巧 


ぶ）テレビの電源をオンにして、入力を切 
り換える 

•詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 
•テレビコント□ールを設定しているときは本機の U 
モコンで操作できます。 ••^20 ぺージ 

sj) [開始]を選んで決定ずる 


foDi r Q 1 r a 1[_] 



曰 ホ 緑 黄 

ロロ ロロ 


セットノスップナビ 

ご使用前に BD プレーヤーの簡易設定を 
行いまず。 

開始 

中止 

各項目の詳細な設定を行ラ場合は、別途 
本体設定を行ってください。 


セットアップナビで設定しないとさは、[中止]を選び 
ます。 


セットアップナビび表示されないとさ 

1ホームメニュー ボタンを押してホームメニューを表 
TJX しま9 〇 

2 [本体設定]一[オプション]一[セットアップナビ] 
-[ 開始]を選んで 決定 ボタンを押します。 


s £) 本機か5出力ずる映像信号を選んで決 
定ずる 


[HDMI ケーブルで接続しているとさ 



• 設定び完了すると[テレビの縦横比]は自動で [1 6:9 
(ワイドテレビ）]に設定されます。 


市販のコンポーネントビデオ、 S ビデオケーブル、 
または付属のビデオケーブルで接続しているとさ 



• [72 日 P ] または [1 日8日 i ] を選ぶと[テレビの縦横比] 
は自動で [1 6:9(ワイドテレビ）]に設定されます。 

ぶ 接続しているテレビの画面ヴイズを設 
定ずる 

セットアップナビ 

テレビの縦横比 

• 1己:9(ワイドテレビ） 

4:3 


J )[ 設定完了]を選んで決定ずる 


_セットノノップナビ_ 

これでセットアップナビは終了でず。 
己 D プレーヤーをお楽しみ < ださい。 
設定完了 
やり直し 


お巧 IS せ 


スクリーンセーバーについて 

-再生を停止、または一時停止してから已分!;^上ボタンを操作しな 
いと、自動でスク U —ンセーバーび始まります。本体、または U 
モコンを操作するとスク IJ ーンセーバーは終わります。 

- CD や音楽ファイルでは、再生中でも已分！;!上ボタンを操作しな 
ければ、スク U —ンセーバーび始まります。 
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ぶ[確定]を選んでミ夫定ずる 

•名前び登録されて、デバイス名入力画面び終了しま 
す。 

• [取消]を選んで決定すると名前び登録されずにデ 
ノ（イス名入力画面び終了します。 


ホームメディアギャラ U —を使って再生するとさは「ネットワー 
ク上のファイルを再生する（ホームメディアギャラ U —）」をご覽 H 

ください。'33ぺージ ミ 

_ 


J ) [1ドァドレス設定]^[次画面へ]を 
選んで決定ずる 

次の画面に進みます。 

本体設定 


IP アドレス設定 
IP アドレス自動取得 


しない 


映像出力 
音芦出力 
言語 

視聴制限 IP アドレス 192. 255. 255. 0 

I ネットヮーク ヴブ'ネット了又夕 吕己己.吕己已.吕已已 . 0 

スピーカー デフオルト ゲー トウエイ 192. 168. 1 . 0 

オプション 


ホームメニューを表示ずる 





ぶ [本体設定]一[ネットワーク]一[デ 
バイス名]^ [ 次画面へ]を選んでミ夫 
定ずる 


foDi cn] (s (zu 



J ) 又:字を入力して、本機に名前を付ける 

• 17*/和/-►で文字を選んで、 決定 ボタンで確定し 
ふ^ 〇 

• ここで付けた名前でネットワーク上の機器に表示さ 
れます。 


< g ) [IP アドレス自動取得]を[ずる]に 
設定ずる 

I LAN 上に DHCP サーバーがあると秦 

DHCP サーバーび自動で IP アドレスを設定します。 


DHCP サーバー機能び付いているブ□ー ドバンド 
対応機器（ルーター/モテム）を fc つているとき 

ブ□ー ドバンド対応機器び自動で IP アドレスを設定し 
よ9 〇 


ネットワーク上に DHCP サーバーびないとき 

本機び自動で IP アドレスを設定します（オート IP 機 
能)。 


手動で IP アドレスを設定したいとき 

[ しなし^]を選んで [ IP アドレス]、 [ ヴブネットマスク]、 
および[デフォルトゲートウェイ]を設定します。プ 
□バイダー、またはネットワーク管理者に確認してか 
ら設定してください。 

ネットワーク上の機器の取扱説明書ちあわせてご覧く 
ださい。 


KLMNOPQRST 
UVWXYZ ,. :； 
1234567890 

_ - ( ) [ ] { } « 
fSHFTI ISPCirpElirCLR"! 
確定 取消 


0 ホームメニュー ポタンを押します。 


おな15せ 


[BDP-LX80/JJ 


ABCDEFGHIJ 


-デバイス名 


本体設定画面を終了するには 


戸 


基本設定 


ネットワークの設定をする 


この設定は、ホームメディアギャラリーを使って□一カルエリアネットワーク 
(LANK iU 下、ネットワーク）上のファイルを再生するときに必要な設定です。 


接 


基本設定 


再生 


暨一:/雪 


等 e 苗 


つたとキ J 
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基本設定 


本機のリモコンでテレビを操作する 


お使いのテレビのメーカーのメーカーコードを本機のリモコンに設定すると、本機の 
リモコンでお使いのテレビを操作できます。 


2巧のメーカーコードを入力ずる ぶテレビを操作できるか確認ずる 


テレビコント□ールの む電源ボタンを 押しなびら、 数 
字ボタン （0 〜 9) を押して入力します。 


1 

V • 

f ホーム メディ 

ア 1 

W のが1 


@ @ @ 

の 


@ @ @ 




解像度切撫 


音声 き幕 アングル画面表示 

rTT ) し r 〇し し 〔1 


@99 

入^切換チ3ネル ^量 



• メーカーコード表にあるメーカーの了レビでも、機種によつ 
ては操作でさないことびあります。 

-電池を交換すると、お買い上げ時の設定に戻ることびあり 
ます。このとさは、設定し直してください。 


クーカー」一。表 


パイオニア 

00※、己] 

RCA 

01、 ] 己、 ] 目、17、18、目1、目2 

シャープ 

02、]9、27、67、90 

ソ ニー 

04 

東芝 

0己、26 

日立 

06、24、2己、33、34、已4 

Philips 

07、已6、68 

松下 

08、22 

H 養 

09 

Goldstar 

]0、23、已〇 

ビクター 

13 

サン ヨー 

]4、2]、4己、 9] 

富±通ゼネラル 

29 

フナイ 

40 

NEC 

已9 

アイワ 

60 

Samsung 

44、46、69、70 

ユニ デン 

92 


※お買い上げ時の設定 


お知15せ 


コードを間違えて入力したとさは始めから設定し直してく 
ださい。 

1つのメーカーに複数のメーカーコードびあるとさは、操 
作でさるまで順に設定してください。 
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DVD によっては 480 i で出力されます。 

^2目 D によっては 480 i で出力されることびあります。 

《3 "フィ J レム素材 （] 080 /24 p 、 または 720/24 P 日央像 
信号）"の出力については「"フィルム素材"を出力する 
(24 p Direct 出力）」をご覧ください。'ち 記 
^4 "フィルム素材"を]秒間に60コマのプ□グレッシ 
ブ映像信号に変換して出力します。 

^5解像度を切り換えたとさ、映像びしばらく表示されない 
ことびあります。 

^6コンポーネント映像出力端子から出力でさない解像度の 
とさは、 480 i で出力されます。 

《71080 /60 p 、 および ] 080 /24 p では出力されません。 


参映像情報び]秒間に24コマ記録されている映像信号で 
す。1080 /24 p 、 または 720/24 P 映像信号などびあり 
ます。 



解像度を切り換えると映像び正しく表示されないテレビび 
あります。このとさは、解像度切換ボタンで映像び正しく 
表示される解像度に設定してください。 

解像度を [720 P ]、[] 日 80 i ]、 または [108 日 P ] に設定し 
たときは、[テレビの縦横比]び [4:3] に設定されていても 
[16:9( ワイドテレビ）]で出力されます。44ページ。 


108日/ 24p、 または720 /24p の"フイルム素材" 
を鮮明に表示するには、 [24p Direct 出力]を[オン] 
に設定します。 

ホームメニューを表示ずる 



ぷ [ 本体設定]一 [ 映像出力] 一 [24 p 
Direct 出力]を選んでミ夫定ずる 


fODl rQ 1 「巧 1 C _ ] 



"フィルム素材"を HDMI 出力端子から出力するとき 
は [24 p Direct 出力]を[オン]に設定して、解像度 
を下記のように設定してください。 

•] 日8日/ 24 p 映像を再生するとき：[自動]、または 
[ソースダイレクト] 

• 720/24 P 映像を再生するとさ：[自動] 


お使いのテレビび"フィルム素材"の出力に対応していな 
いときは、 [24 p Direct 出力]を[オン]に設定しても、 
映像出力の6日コマ/秒で出力されます。 

解像度を切り換えたとさ、映像びしばらく表示されないこ 
とびあります。 

"フィルム素材"は HDMI 出力端子からのみ出力できます。 
コンポーネント映像出力端テからは出力されません。 


I ホームメディア I 

0% 


け 

解像度切換 


音声 字幕 アングル 

「邸 I I Q ] 「齒 I 


解像度を切り換える 


各映像出力端子から出力される映像の解像度を切り換えます。 


讓 


ぶ解像度を切り換える 


本体前面部の OUTPUT RESOLUTION ボタンで 

ち切り換えられます。 

映像出力端子によって出力される解像度び異なりま 
す。下記の表をご覧< ださい。 


映像の輪郭びギヴギヴに見える、またはブレて見えるとさ 
は、解像度を [480 i ] に切り換えてください。ただし、本 
機とテレビを HDMI ケーブルで接続しているとさに解像度 
を [480 i ] に設定すると映像び出力されないことびありま 
す。このとさは、コンポーネントビデオケーブルで接続し 
て解像度を 480 i に切り換えるか、 S ビデオケーブル、ま 
たはビデオケーブ J レで接続してください。 

接続1犬況にぶっては、 480/60 i は 480/60 P で出力され 
ます。 


基 

本 

設 

定 


再 


"フイルム素材"を出力ずる 
(24 p Direct 出力） 


フイルム素材とは 


解像度の 

設定 

HDMI 出力端子 

コンポーネント 
映像出力端子 

映像 /S 映像出力 
端子 

自動 

テレビで設定し 
た解像度^ 3 ’ 5 

テレビで設定し 
た解像度 X ’ 6 

480/60 i 

48 Oi 

480/60 i 

480/60 i 

48 Op 

480/60 P 

480/60 P 

72 Op 

720/60 P 

720/60 P ※り 

108 Oi 

1080 /60 i 

] 080 /60 i ※り 

108 Op 

1 080/60 P 

480/60 i 

ソース 

ダイレクト 

ディスクに記録 
されている解像 

ド※3,5 

ディスクに記録 
されている解像 

J &※2, 4, 5,7 


思 


基本設定 


画音声 


詳細設定 


つたとを 


その他 


® 風風® 
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再生 


ディスク/ファイルを再生する 


再生でさるディスクについては「再生でさるディスク」をご覧ください。 

*1 ぺージ 


ぶ電源をオンにずる 


電源 FL ディマー 開/閉 

@ 〇 © 

_ I ホームメディア1 

あらかじめ、テレビの電源をオンにして、入力を切り 
換えてください。 


ぶ）ディスクテーブルを開閉してディスク 
をセツトずる 


電源 FL ディ7— 開/開 

© 〇 9 

_ J ホ-ムメディァ1_ 


お知15せ 


-印刷面を上にしてディスクをセットしてください。 

-ディスクの読み込みには数十秒かかります。読み込みび終 
了すると本体表示窓にディスクの種類び表示されます。 


ぶ 再生ずる 


メニュー画面 （ ディスク乂ニュー) び表されたとを 

•再生を始めると自動でメニュー画面を表示するディスクびありま 
す。メニュー画面の内容や操作ち法はデイスクによつて異なりま 
す。 


停止した場所から再生する （ リジューム再生） 

•再生中に■ボタンを押すと、停止した場所を記憶します。►ボタ 
ンを押すと停止した場所から再生します。 

• CD 、 または動画/音楽ファイルのとさは、再生していたタイト 
ル/トラックの先頭から再生します。 

• 画像ファイルをスライドショー再生していたとさは、表示されて 
し V ■こ画像ファイルから再生します。 

参 U ジューム再生を解除するには、停止中に■ボタンを押します。 


お贴せ 


下記のとさ IJ ジューム再生は自動で解除されます。 

-ディスクを取り出したとさ 

• ディスクナビ、またはホームメディアギャラ U —を表示したとさ 
-電源をオフにしたとさ （ DVD は解除されません。） 

- U ジューム再生でさないディスクちあります。 


早送り/早房しずる 



動画プ^イル 
音楽フ I イル 
画像フ？イル 


再生中にを押ず 


己己 [ 

!□ a 

巧 ド 

つ 因 

W 1 ■■ 1 1 ■ 1 iwi 


押すたびに速さを切り換えられます。段階はディスク 
によって異なります（テレビ画面に速さび表示されま 
す）。 


お知15せ 


. 早送り/早戻し中は音声び出ません。 

•チヤプターび切り換わると自動で通常の再生に戻るデイス 
クびあります。 

. 動画/画像/音楽ファイルは早送り/早戻しでさません。 


通常の再生に戻すには 

参►ボタンを押します。 


タイトル/チャプター/トラックを 
指定して再生ずる 



動画^イル 
音楽フ：，イル 


画像フ：，イル 


ぶ再生したいタイトル/チャプター/卜 
ラック番号を選ぶ 


の@ @1 

'ホームメディア1 
半ャラト 

@ @ @ 

い 

。 @ @ 



解像度切樓 


音声 字幕 アングル画面表示 

loD Li Q 1 r 苗 1 _[ L 
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ディスク/ファイルを再をずる 


お知らせ 


タイトルを指定でさないディスクちあります。このとさは、 
チャプターを指定します。 

タイトル/チャプター/トラックを指定して再生でさない 
ディスクちあります。 


頭出し（スキップ）ずる 


BD . 動画フ了イル 
ぶお]音楽フつ’ 

CD ノ 画像フっ' 


イル 

イル 


ぶ 再生中に I を押ず 



>►►1 を押すと次のタイトル/チャプター/トラック 
/ファイルの先頭に進みます。 

>1◄◄を押すと再生中のタイトル/チャプター/卜 
ラック/ファイルの先頭に戻ります。2回続けて押 
すと]つ前に戻ります。 


お巧 IS せ 


頭出しでさないディスク、または動画/画像/音楽フアイ 
ルもあります。 


通常の再生に戻すには 


参►ポタンを押します。 




コマ送り/コマ房し再生ずる 



動画ク Y イル 
音楽フイル 
画像フ7イル 


ぶ一時停止中にィ/|^を押ず 



押すたびにコマ送り/コマ戻しします。 


お船せ 


コマ 戻 し 再生はフ レーム 単位ではありません。 

チヤプターび切り換わると自動で通常の再生に戻るディス 
クちあります。 

再生するディスクによってはコマ送り/コマ戻し再生でさ 
ないことびあります。 

動画/画像/音楽フアイルはコマ送り/コマ戻し再生でさ 
ません。 


通常の再生に戻すには 


参►ポタンを押します。 






ス□一再生ずる 



動画^イル 
音楽フ：，イル 
画像フ：，イル 


ぶ再生中にを押ず。 



押すたびに速さを切り換えられます（テレビ画面に速 
さび表示されます)。 


お知 IS せ 


ス□一再生中は音声び出ません。 

チャプターび切り換わると自動で通常の再生に戻るディス 
クびあります。 

逆ち向のス□一再生はでさません。 

再生するディスクによってはス□一再生でさないことびあ 
ります。 

動画/画像/音楽フアイルはス□一再生でさません。 


アングルを切り換える 


複数のアングルが収録されているディスクでは、再生 
中にアングルを切り換えられます。 



動画^イル 
音楽フ：，イル 
画像フ：，イル 


ぶ再生中に a アングルを押ず 

11 クリァ)(〇) 解像度切換 

音声字幕アングル画面表示 

fOD I I Q1 LSlM I_] 

アップメニュ ー 

り 


現在のアングルと収録されているアングルの総数び表 
示されます。押すたびにアングルび切り換わります。 


お巧15だ 


メニュー画面でアングルを切り換えられるディスクちあり 
ます。 


準備 


接続 


基本設定 


再生 


画質/音声 
謂整 


詳細設定 


つたとを 


その他 
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t 画像を拡大ずる 


音声を切り換える 



動画プ^イル 
音楽フイル 
画像フ^イル 


ぶスライド シヨー 再生中に フォトズーム 
ボタンを押ず 


プレイモード フォトズーム 

□ H 

ij 質調整 

I (V )、 m m \ ( ~ ^ 

• 拡大する場所 （ ズームェ U ア）び表示されます。 


複数の音声が収録されているタイトルでは、再生中に 
音声を切り換え5れます。 



|\ク'巧 1〇 J (JUp 解像度切換 

音声字幕アングル画面表示 

Mmim I qH r 留 1 

ポップアッ 



♦ \ i \ 作一 でズームェ U アを移動でさます。 


• 押すたびに切り換わります。 


• 押すたびに倍率び切り換わります （2 倍^ 4倍^通 
常一...)。 


• 現在の音声びテレビ画面に表示されます。 


0 D 音声： 

1/2 Dolby Digital 

2/Och 


英語 



を幕を切り換える 


複数の字幕が収録されているディスクでは、再生中に 
字幕を切り換えられます。 



動画プ^イル 
音楽フイル 
画像フ^^ィル 


J ) Q 字幕ボタンを押ず 

料四 I 解像'^避 


音声 字幕 アングル画面表示 

fas I isi QJ 



• 押すたびに切り換わります。 

• 現在の字幕びテレビ画面と本体表示窓に表示されま 
す。 


し J 字幕 1/2 英語 


お知15せ 


[3 字幕ボタンを 押しても字幕び切り換わらないとさは、メ 
ニュー画面で切り換えてください。 


字幕を消すには 


参 〇 字幕ボタンを 押してから クリアボタンを 押します。 


お巧5せ 


• C の 音声ボタンを 押してち音声び切り換わらないとさは、 
メニュー画面で切り換えてください。 


ディスクの情巧を見る 



動画フ if イル 
音楽フ j ， イル 
画像フ〕，イル 


J ) 画面表示ボタンを押ず 


、〇 J (漉)!解像度切換 
音靑 字幕 アングル画面表示 

I qd1 r Q I I 图 1 ini 

[ ディスクナビ j 

I 如 

•テレビ画面に表示されます。押すたびに表示される 
情報び切り換わります。 

• 再生中と停止中で表示される情報び異なります。 
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プレイモード機能を使って再生する 


ディスクや動画/画像/音楽ファイルの種類によってできる機能が異 
なりまず。下記の表でご確認ください。 


プレイモードの種類 

ディスク/ファイルの種類 

BD-ROM 

DVD ビデオ 

動画ファイル 

画像ファイル 

音楽ファイル 

CD 

タイトルを繰り返し再生する （ U ピートタイトル） 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

チャプターを繰り返し再生する 
( IJ ピートチャプター） 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

トラックを繰り返し再生する （ U ピートトラック） 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

すべてのタイトル/トラックを繰り返し再生する 
( IJ ピートオール） 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

繰り返し再生を解除する （ U ピートオフ） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

順不同に再生する（ランダム） 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

時間を指定して再生する （ タイムサーチ） 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

タイトルを指定して再生する （ タイトルサーチ） 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 


0- 


繰り返し再生ずる（リピート再生） 


順不同に再生ずる（ランダム再生） 


プレイモード画面を表示ずる 

再生中に プレイモードボ タンを押します。 



ぶ 


リピート再生の種類を選ぶ 

プレイモードボタンを 押すたびに種類び切り換わりま 
す。 

U ピートの種類は下記のとおりです。 

♦ IJ ピートタイトル： 再生中のタイトルを繰り返しま 
す。 

♦ リピートチャプター： 再生中のチャプターを繰り返 
します。 

• リピートトラック： 再生中のトラックを繰り返しま 
す。 

•リピートオール： 再生中のディスク、またはアルバ 
ムを繰り返します。 

♦ リピートオフ： 通常の再生に戻ります。 


お知 IS せ 


IJ ピート再生でさないディスク、または動画/画像/音楽 
ファイルびあります。 

再生しているディスク、または動画/画像/音楽ファイル 
によって U ピートの種類び異なります。 


\ jf ) プレイモード画面を表示ずる 

再生中に プレイモードボタンを 押します。 



^ランダムを選ぶ 

プレイモードボタンで 選びます。 


お肥せ 


ランダム再生でさないディスク、または画像/音楽ファイ 
ルびあります。 


f 


接続 


基本設定 


再生 


画覃/音声 

ifi j 呈 


詳細設定 


つたとキ J 
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解像度切換 


音声 字幕 アングル画面表示 

rc の 11 Q I 1曲111 


ぶ）タイムサーチを選ぶ 

プレイモードボタンで選びます。 

ぶ 時間を入力ずる 

•数字ボタン、または t /* ボタンで時間を入力して 
ミ夫定ボタンを押します。 

•再生び始まります。 


タイムサーチでさないディスク、または動画ファイルびあ 
ります。 

ネットワーク上の機器の動作環境などによってタイムヴー 
チでさない動画ファイルびあります。 


ぶタイトルサーチを選ぶ 

プレイモードボタンで選びます。 

ぶタイトル番号を入力ずる 

•数字ボタンでタイトル番号を入力して決定ボタンを 
押します。 

•再生び始まります。 


-タイトルサーチでさないディスクびあります。 


プレイモード機能を使って再をする 


'' 時囲を指定して再生ずる 

- ? 

(タイムサーチ） 



タイトルを指定して再生ずる 
(タイトルーチ） 


、ジプレイモード画面を表示ずる 

再生中にプレイモードボタンを押します。 



プレイモード画面を表示ずる 

再生中にプレイモードボタンを押します。 




韶慷度切換 


音声字幕アングル画面表示 

las i L 0 Ll a L)1 


お知 5 せ 


おが5せ 


@ @ @ @ 
@@雲 


@@置 

の @ 0 ® 
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再生できるファイルの種類については「再生できるファイル」をご覧くださし、。 

^ 8ぺージ 


国ファイルを再生ずる 
若ービーナビゲーター) 


- R /- RW に記録されている動画ファイルを再生 
巳す。記録されている動画ファイルを一覧で表示 
再生や検索などがでさます （ ムービーナビダー 


ディスクナビを表5"、ずる 


ホームメニューから[ディスクナビ]を選んで決定ボ 
タンを押してち表示でさます。 

[ ムービー]を選んで決定ずる 



争記録されているすべての動画ファイルの名前と再生 
時間び表示されます。 

争左側に選んだ動画ファイルの情報び表示されます。 


ディスクナビを終了するには 


参ホームメニュー ボタンを押します。 


ムービーオプシヨンメニューを表示ずる 


曲ム ービーオプションメニューを表示ず 
る 




初めか5再生： 選んだ動画ファイルの再生を始めま 
す。 

クイックリストに追加： 選んだ動画ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


クイックリストとは 


参再生する回数び多い動画ファイルを一覧で表示でさます。 
参最大2已ファイルまで U ストに追加でさます。 


下記のとさ、クイック U ストは消去されます。 
-ムービーナビゲーターを 終了したとさ 
• 電源をオフにしたとさ 


再生したい動画ファイルを選んでミ夫定 
ずる 

t /* ボタンで選んで、決定ボタンを押します。 





ディスクに記録されているファイルを 
再生する（ディスクナビ） 


お巧5せ 


接続 


基本設定 


再生 


I 画質/音声 国 

匪 画 


詳細設す 


困つたとを 


Iその他 



0— 


D 


TTD 、 ） 

^さて- 
D でし夕 




ぶ 


再生び始まります。 
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検索を a 果 


School of legend 


•クイックリスト： クイック U ストを表示します。 
呼を押すとムービーオプションメニューび表汀^さ 
れます。ムービーオプションメニューから動画ファ 
イルを再生できます。また、クイック U ストから動 
画ファイルを削除でさます。 

•フオルタ’一： フオルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで決定ボタンを押すと、動画ファイル （ ま 
たは下層のフオルダー）び表示されます。 


動画ファイルを検索する（サーチ) 


タイトル名またはジャンル名で検索します。 


ぶ [ サーチ]を選んで決定ずる 



ぶ 


タイトル名、またはジャンル名を入力 
ずる 

• t /*/ 和/-►ボタンで文字を選んで、決定ボタンで 
確定します。 

♦ 最大 2 日文字まで入力でさます。 



• SHFT :大文字とル文字を切り換えます。 

• SPC :空白を入力します。 

• DEL ： 選んでいる文字を消去します。 

• CLR :入力した文字をすべて消去します。 

•確定： 検索を終了します。検索結果からタイトルま 
たはジャンルを選びます。 

• 取消： 検索を終了します。検索結果は消去されます。 


ブラウズメニューを表示ずる 


ぶ ブラウズメニューを表示ずる 




すべてのムービー： 記録されているすべての動画 
ファイルを表示します。 

ブラウズ： 動画ファイルの表示ち法を切り換えます。 
サーチ： タイトル名、またはジャンル名で動画ファ 
イルを検索します （ タイトル名び付いていないとさ 
はファイル名び表示され、ファイル名で検索しま 
す）。 ち 記 

ソート： 動画ファイルを日付、またはアルフアベッ 
卜順に並べ替えます。 


動画ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 


ジャンル、クイック U スト、またはフオルダーごとに表示で 
さます。 


ぶ[ブラウズ]を選んで決定ずる 



J ) 表示方法を切り換える 



>戻る： 前の画面に戻ります。 

>ジャンル： ジャンルごとに表示します。各ジャンル 
の総フアイル数ち表示されます。 


ディスクに記録されているファイルを再をずる （ ディスクナビ) 
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•スライドショー： 選んだ画像ファイルからスライド 
ショー再生を始めます。ボタンで前後の 
画像ファイルを表示でさます。また、画像ファイル 
を拡大して表示でさます。24ぺージ 

•クイックリストに追加： 選んだ画像ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


クイックリストとは 

参再生する回数び多い画像ファイルを一覽で表示でさます。 
参最大2已ファイルまで U ストに追加でさます。 


お妇15せ 


下記のとさ、クイック U ストは消去されます。 
• フォト ナビゲーターを 終了したとき 
• 電源をオフにしたとさ 


フォトオプションメニューを表示ずる _雲 

ぶフォトオプションメニューを表示ずる 


I 画 

こ/ 

立 

青 


ぶ再生したい画像ファイルを選んで決定 
ずる 


選んだ画像フアイルび表示されます。 


参ホームメニュー ボタンを押します。 


ディスクナビを終了するには 


画像ファイルを再生ずる 
(フォナヒブーター ) 

DVD - R /- RW に記録されている画像ファイルを再生で 
さます。記録されている画像ファイルを一覧で表示し 
て、再生や検索などができます（フォトナビゲーター）。 

ぶ ディスクナビを表示ずる 

ディスクナビボタンを 押します。 



ホームメニューから[ディスクナビ]を選んで 決定ボ 
タンを押してち表示でさます。 

ぶ[フオト]を選んで決定ずる 



ぶフオルダーを選んでミ夫定ずる 



記録されているすべてのフオルダー （ または画像ファ 
イル）び表示されます。 



ディスクに記録されているファイルを再生する（ディスクナビ） 



羊う il 国 I つたとを その：^山 


準偉 接ち' -基本設定 
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•すべてのフオト： 記録されているすべての画像ファ 
イルを表示します。 

• ブラウズ： 画像ファイルの表示ち法を切り換えます。 

•サーチ： ファイル名で画像ファイルを検索します。 
文字の入力方法については「動画ファイルを検索す 
る（ヴーチ）」をご覧ください。 ••^28 ぺージ 

•ソート： 画像ファイルを日付、またはアルファベッ 
卜順に並べ替えます。 


おが5せ 


• クイック U スト、またはフオルダーごとに表示していると 
さは、サーチ、およびソートびでさません。 


•戻る： 刖の画面に戻ります。 

•日付： 年、または月ごとに表示します。 

•クイックリスト： クイック U ストを表示します。 

吵ボタンを押すとフォトオプションメニューび表 
示されます。フォトオプションメニューからスライ 
ドショーを再生でさます。また、クイック U ストか 
ら画像ファイルを消去でさます。 

•フオルタ’一； フオルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで決定ボタンを押すと画像ファイル（ま 
たは下層のフオルダー）び表示されます。 


音楽ファイルを再生ずる 
(5 ユージックナビゲーター） 


DVD - R /- RW に記録されている音楽ファイルを再生で 
さます。記録されている音楽ファイルを一覧で表示し 
て、再生や検索などがでさます（ミュージックナビダー 
夕一)。 

ぶディスクナビを表示ずる 


ブラウズメニューを表示ずる 


画像ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 

日付、クイック U スト、またはフオルダーごとに表示できま 
す。 

ぶ[ブラウズ]を選んで決定ずる 




ホームメニューから[ディスクナビ]を選んで決定ボ 
タンを押してち表示でさます。 


ディスクに 記録され ているファイルを再をずる （ ディスクナビ) 

ブラウズメニューを表示ずる ぶ表示みまを切り換える 




30 










































ぶ[ミュージック]を選んで決定ずる 



アーティスト名び一覧で表示されます。 

ぶアーティストを選んで決定ずる 


ぶ再生したい音楽ファイルを選んで決定 
ずる 



Acoustic Guitar 


アーテイスト； Pioneer All Stars 
アル K ム： Acoustic Guitar 
ジャンル： Rock 
お式: WMA 


Into The Arena 
Keep On Running 
Never Let You Go 
Open Your Eyes 
Pictures Of My Life 
Real Sound 
Rush Street 
Take The Time 


> 再生び始まつて、再生中画面 （ 下記）び表示されます。 

アーテイスト名曲名ジャンル名 


アルバム名 



ファイル形式 
プレイモードの種類 

次の曲名 


前の曲名 経過時間/総再生時間 


ディスクナビを終了するには 


参ホームメニュー ボタンを押します。 


ソングオプションメニューを表示ずる 


選んだアーティストのアルバム名び表示されます。 


ぶ アルバムを選んで決定ずる 


• アルバムに収録されている音楽ファイルび一覧で表 
示されます。 

• 再生時間び取得でさない音楽ファイルの時間は 
「一：-」と表示されます。 

• 左側に選んだ音楽ファイルの情報び表示されます。 


ぶソングオプションメニューを表示ずる 




Acoustic Guitar 


アーテイスト； Pioneer All Stars 
アル K ム： Acoustic Guitar 
ジャンル： Rock 
お式: WMA 


Keep On Running 
Never Let You Go 
Open Your Eyes 
Pictures Of My Life 
Real Sound 
Rush Street 
Take The Time 


ソングオプション 
音楽を再生 
クイック U ストに追加] 


音楽を再生： 選んだ音楽ファイルを始めから再生し 

よ9 〇 

クイックリストに追加： 選んだ音楽ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


クイックリストとは 


参再生する回数び多い音楽ファイルを一覽で表示でさます。 
参最大2已ファイルまで IJ ストに追加でさます。 


下記のとさ、クイック U ストは消去されます。 
• ミュージックナビゲーターを終了したとさ 
• 電源をオフにしたとさ 



アーティスト 


ん〇件 



ディスクに記録されているファイルを再生する（ディスクナビ） 


お知5だ 


準備 


接続 


基本^定 


再生 


画苗：/音声 

立崖 


羊. 


設定 


つたとを 


その他 


ムムムムムムムムム 

„v „v „v „v „v „v „v „v „v 

アアアアアアアアア 


II 謂が 
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ブラウズメニューを表示ずる 


、りブラウズメニューを表示ずる 



•すべての曲： 記録されているすべての音楽ファイル 
を表71^します。 


• ブラウズ： 音楽ファイルの表示ち法を切り換えます。 
•サーチ： トラック名、アーティスト名、アルバム名、 
またはジャンル名で音楽ファイルを検索します。文 
字の入力ち法については「動画ファイルを検索する 
(ヴーチ）」をご覧ください。 ••^28 ぺージ 

•ソート： 音楽ファイルを日付、またはアルファベッ 
卜順に並べ替えます。 

•再生中： 現在再生している音楽ファイルの情報を表 
TJX しま9 〇 


音楽ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 

アーティスト、アルバム、ジャンル、クイック U スト、また 
はフオルダーごとに表示でさます。 

ぶ[ブラウズ]を選んで決定ずる 




•戻る： 前の画面に戻ります。 


• アーティスト： アーティストごとに表示します。アー 
ティストを選んで決定ボタンを押すとアルバムび表 
示されます。 

•アルバム： アルバムごとに表示します。アルバムを 
選んで 決定 ボタンを押すと曲び表示されます。 

•ジャンル： ジャンルごとに表示します。ジャンルを 
選んで 決定ボタンを 押すとアーティストび表示され 
ます。 

•クイックリスト： クイック U ストを表示します。 

-► ボタンを押すとソングオプションメニューび表 
示されます。ソングオプションメニューから音楽 
ファイルを再生でさます。また、クイック U ストか 
ら音楽フアイルを削除でさます。 


•フオルダー： フォルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで 決定 ボタンを押すと音楽ファイル（ま 
たは下層のフオルダー）び表示されます。 
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ネットワーク上のファイルを再生する•夕 
(ホームメディア睾ャラリー） home 


MEDIA GALLERY 


本機はネットワーク上の機器に保存されている動画、音楽、または画像ファイルを 
ホームメディアギャラリーを使って再生でさます。本機は下記の機器と接続できま 
す。 

• 0 S が Microsoft Windows XP Service Pack 2 で Windows Media 
Connect がインス I ルされているパソコン 

• OS が Microsoft Windows Vista 、 または Microsoft Windows XP Service 
Pack 2 で Windows Media Player 11 がインストールされているパソ]ン 

• DLNA に対応しているデジタルメディアサーバー（パソコンなど） 

再生できるファイルの種類については「再生でさるファイル」をご覧ください。 
^ 8ぺージ 

ホームメディアギャラリーを使ってネットワーク上の機器に保存されているファイ 
ルを再生するには、あ5かじめネットワークの設定を行う必要があります 。 DHCP 
機能が付いている機器と接続しているとさはを自動で設定でさます。'19ページ 


お好15せ 


本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に保存されてい 
る動画/画像/音楽ファイルを再生します。各技術の詳細につい 
ては「用語の解説」ちあわせてご覽ください。 

^巨2〜64ぺージ 

— Windows Media Player 11 /Windows Media Connect 
— Windows Media DRM 
- DLNA 

本機び対応している形式のファイルでも再生でさないことびあり 
ます。詳しくは「再生でさるファイル」をご覧ください。 

^ 8ぺージ 

接続している機器の種類やソフトウェアのバージョンによって働 
かない機能びあります。 

対応しているファイルの形式は接続している機器によって異なり 
ます。接続している機器び対応していない形式のファイルは表示 
されません。詳しくはお使いの機器のメーカーにお問い合わせく 
ださい。 


巧 dina 

CERTIFIED 


DLNA CERTIFIED ™ Audio / Video/Image Player 

DLNA および DLNA CERTI 円 ED ™ は Di 呂 ital Livin 呂 Network 

Alliance の商標です。 


接続している機器の性能や状態によつて再生び停止したり、正し 
<再生でさないことびあります。 

ネットワークの通信び混雑していると、ファイルび表示されない、 
または再生でさないことびあります。ネットワーク上の機器と接 
続するときは]00目 ASE - TX でのご利用をお勧めします。 

複数の機器び同じファイルを同時に再生すると再生び停止するこ 
とびあります。 

接続している機器にインターネットセキュ U ティーソフトウエア 
などびインス I -ールされているとホームメディアギヤラ U —を表 
示でさないことびあります。 


当社は本機とネットワーク上で接続している機器の不具合やファ 
イル、またはデータの破損などに関して一切の責任を負いかねま 
すので、あらかじめご了承ください。接続している機器のメーカー、 
またはプ□バイダーにお問い合わせください。 


接続しているサーバーに本機を認証させる I 

i ホームメディアギャラ U —を使ってサーバーに保をされている 
フアイルを再生するには、あらかじめヴーノく一び本機を認証（許 
可）している必要びあります。認証（許可）ち法は接続しているヴー 
バーによつて異なります。詳しくはヴーノく一の取扱説明書をご覧 
<ださい。 


Windows Media DRM について 


Windows Media デジタル著作権管理 （ DRM )( 1；(下、 WMDRM ) 
は、コンピューター、デジタルオーディオプレーヤー、ネットワー 
ク機器などの再生を防いだり、 デジタルコンテンツを安全に配信 
するためのプラットフオームです。ホームメディアギャラ U —は 
WMDRM 10 for networked devices にもとづいて機能します。 
WMDRM で保護されたコンテンツは WMDRM の機能を有する 
メディアサーバーと接続したとさのみ再生でさます。 

コンテンツ所有をは、著作権を含む知的所有権を保護するため 
に Windows Media デジタル著作権管理テクノ□ジ （ WMDRM ) 
を使用します。本製品は、 WMDRM で保護されたコンテンツ 
にアクセスするために WMDRM ソフトウエアを使用します。 
WMDRM ソフトウエアびコンテンツの保護に失敗した場合、コ 
ンテンツ所有者は保護されたコンテンツの再生やコピーのために 
WMDRM を使用しているソフトウエアの能力を無効にするよう、 
マイク□ソフトに要請することびあります。 

無効化は、保護されていないコンテンツには影響を与えません。 
あなたび保護されたコンテンツに対するライセンスをダウン□一 
ドするとさ、マイク□ソフトびそのライセンスと一緒に失効 U ス 
卜を含ませることびあることに同意してください。コンテンツ所 
有ちは、それらのコンテンツのアクセスに対して WMDRM をアッ 
プグレードすることを要求することびあります。をしアップグ 
レードを断るなら、あなたはアップグレードを要求するコンテン 
ツへアクセスすることびできなくなります。 

本製品は、米国 Microsoft Corporation の知的所有権により保護さ 
れています。米国 Microsoft Corporation の許可を得ずにこの技 
術を本製品外で使用または頒布することは禁じられています。 
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接続 


基本設定 


再生 


画；ご：/音声 

I 3111 


羊叫設す 


つたとキ J 


その他 
















動画ファイルを再生ずる 
(ムービーナビゲーター） 


ネットワーク上の機器に保存されている動画ファイル 
を再生できます。保存されている動画ファイルを一覧 
で表示して、再生や検索などがでさます（ムービーナ 
ビダーター）。 

ぶホームメディアギャラリーを表示ずる 

W U 

I© © ® W 

rT ) 佩 

ホームメニューから[ホームメディアギャラ u — ]を 
選んでミ夫定ボタンを押してち表示でさます。 

ぶ[ムービー]を選んでミ夫定ずる 



ホーム メディアギヤ ラリー 

I g ム-ビ- 1 

フオト 

な ミュージック 


•保をされているすべての動画ファイルの名前と再生 
時間び表示されます。 

•左側に選んだ動画ファイルの情報び表示されます。 


ムービーオプシヨンメニューを表示ずる 


ぶ ムービーオプションメニューを表示ず 
る 




• 初めか5再生： 選んだ動画ファイルの再生を始めま 
す。 

♦ クイックリストに追加： 選んだ動画ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


クイックリストとは 

参再生する回数び多い動画ファイルを一覽で表示でさます。 
参最大2已ファイルまで U ストに追加でさます。 


お M 5 せ 


下記のとさクイック U ストは消去されます。 

• ムービーナビゲーターを終了したとさ 
• ネットワークの接続を変更したとさ（ムービーソース画面 
で機器を変更したとさ） 

• 電源をオフにしたとさ 


J ) 再生したい動画ファイルを選んで決定 
ずる 



ホームメディアギヤラリーを終了するには 
参ホームメディアギヤラリーポタン （ または ホームメニュー 
ポタン） を押します。 
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ネットワーク上のファイルを再をずる（ホームメディアギヤラリー） 


ブラウズメニューを表示ずる 


ぶ）ブラウズメニューを表示ずる 




♦ すべてのムービー： 保存されているすべての動画 
ファイルを表示します。 

• ブラウズ： 動画ファイルの表示ち法を切り換えます。 
•サーチ： タイトル名、またはジャンル名で動画ファ 
イルを検索します （ タイトル名び付いていないとさ 
はファイル名び表示され、ファイル名で検索しま 
す）。 ち 記 

•ソート： 動画ファイルを日付順、またはアルファベッ 
卜順に並べ替えます。 

•ムービーソース： ネットワーク上の機器を表示し 
ます。機器の表示/変更ち法については「ネッ 
トワーク上の機器を表示する」をご覧ください。 

^ 36ぺージ 


動画ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 


ジャンル、クイック U スト、またはフオルダーごとに表示で 
さます。 

ぶ[ブラウズ]を選んで決定ずる 


IQD 1 Co] I I 

ポップアップメこ 



表示方法を切り換える 



> 戻る： 前の画面に戻ります。 

>ジャンル： ジャンルごとに表示します。各ジャンル 
の総ファイル数ち表示されます。 

>クイックリスト： クイック U ストを表示します。 

叶ボタンを押すとムービーオプションメニューび 
表示されます。ムービーオプションメニューから動 
画ファイルを再生できます。また、クイック U スト 
から動画ファイルを削除でさます。 

>フオルタ’ 一：フオルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで 決定 ボタンを押すと、動画ファイル（ま 
たは下層のフォルダー）び表示されます。 


動画ファイルを検索する（サーチ ）I 

タイトル名、またはジャンル名で検索します。 

ぶ[サーチ]を選んで決定ずる 



^タイトル名、またはジャンル名を入力 
ずる 

• t /*/ 和/-►ボタンで文字を選んで、決定ボタンで 
確定します。 

参最大2日文字まで入力でさます。 

[m2 [ __ ] 

しディスクナビ1 _ポップアップメこ 



ク〇 

青 赤 緑 黄 

ロロ ロロ 




検索結果 


School of 


• SHFT :大文字とル文字を切り換えます。 

> SPC : 空白を入力します。 

> DEL ： 選んでいる文字を消去します。 

•CLR :入力した文字をすべて消去します。 

>確定： 検索を終了します。検索結果からタイトルま 
たはジャンルを選びます。 

>取消： 検索を終了します。検索結果は消去されます。 


HHf 爾 


接読 


基本 n 定 


再生 


画苗一一；/音声 
I 呈基 




つたとを 


そのな， 
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ネットワーク上のすべての機器を一覧で表示できます。また、 
再生したい動画ファイルび保存されている機器を変更できま 
す。 

、ジムービーソース画面を表示ずる 


sj ) 機器を選んで決定ボタンを押ず 


現在選んでいる機器 


ぶ[フオト]を選んで決定ずる 




選んだ機器に保存されているすべてのアルバムび一覧 
で表示されます。 


ぶ アルバムを選んでミ夫定ずる 




画像ファイルを再生ずる 
(フオトナビゲーター） 


ネット ワーク 上の機器に保存されている画像ファイル 
を再生できます。保存されている画像ファイルを一覧 
で表示して、再生や検索などができます（フオトナビ 
ゲーター）。 


J ) 再生したい画像ファイルを選んでミ夫定 
ずる 


ぶホームメディアギヤラリーを表示ずる 


ホームメニューから[ホームメディアギヤラ U — ]を 
選んでミ夫定ボタンを押しても表示できます。 


フォトオプションメニューび表示されます。[スライド 
ショー] を選んでミ夫定ボタンを押すとスライドショー 
び始まります。 


ホームメディアギヤラリーを終了するには 


参ホームメディアギヤラリーボタン（またはホームメ ニュ- 
ボタン）を押します。 


ネットワーク上の機器を表示する 






© ® 




Summe し Vacation 
Winte し Vacation 



ネットワーク上のファイルを再をする（ホームメディアギヤラリー) 
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•すべてのフオト： 記録されているすべての画像ファ 

イルを表示します。 _ 

• ブラウズ： 画像ファイルの表示ち法を切り換えます。 羣 

•サーチ： ファイル名で画像ファイルを検索します。^ 
文字の入力ち法については「動画ファイルを検索す 化 
る（サーチ）」をご覧ください。 ••^35 ぺージ 
•ソート： 画像ファイルを日付、またはアルファベッ 
卜順に並べ替えます。 再 

•フオトソース： ネットワーク上の機器を表示します。 

機器の表示/変更方法については「ネットワーク上 
の機器を表示する」をご覧ください。 '3 目ぺージ 


画像ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 


•スライドショー： 選んだ画像ファイルからスライド 
ショー再生を始めます。ボタンで前後の 
画像ファイルを表示でさます。また、画像ファイル 
を拡大して表示でさます。 ••^24 ぺージ 

•クイックリストに追加： 選んだ画像ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


クイックリストとは 


フオトオプションメニューを表示ずる 


sj ) ファイルを選んで決定ずる 

フオトオプションメニューび表示されます。 


争戻る： 刖の画面に戻ります。 

• アルバム： アルバム内の画像ファイルを表示します。 

♦日付： 年、または月ごとに表示します。 

♦クイックリスト： クイック U ストを表示します。ファ 
イルを選んで決定ボタンを押すと、フォトオプショ 
ンメニューび表示されます。フォトオプションメ 
ニューからスライドショーを再生でさます。また、 
クイック U ストから画像ファイルを削除でさます。 

争フオルダー： フオルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで 決定 ボタンを押すと、画像ファイル（ま 
たは下層のフォルダー）び表示されます。 


アルバム、日付、クイック U スト、またはフォルダーごとに 
表のでをます。 

ぶ [ブラウズ]を選んでミ夫定ずる 


in 

声 


羊 


お巧5せ 


下記のとさクイック IJ ストは消去されます。 

• フォト ナビゲーターを 終了したとき 

• ネットワークの接続を変更したとさ（フォトソース画面で 
機器を変更したとさ） 

• 電源をオフにしたとさ 


ブラウズメニューを表示ずる 


ぶブラウズメニューを表示ずる 

一番左の列にカーソルびあるとさに和ボタンを押し 
よ9 〇 



再生する回数び多い画像ファイルを一覧で表示でさます。 
最大2已ファイルまで IJ ストに追加でさます。 


lean cs □□ 



ネットワーク上のファイルを再をずる（ホームメディアギヤラリー） 


接続 


t ミ 
巧.巧な夕 

おピ ilii 

3 ホ： 

誠 






S ピ巧皇 

3蛮； 

齡巡 


函 i 

誌 i 


つたとを 




る 

、ス 

換 

D 

切 

を 

法 

方 

示 

表 

夕 


夕巧 M , 
幣ピ巧6 
3 ホ果占 

誠 W 心巡 
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音楽ファイルを再生ずる 
(5 ユージックナビゲーター） 


ネットワーク上の機器に保存されている音楽ファイル 
を再生できます。保存されている音楽ファイルを一覧 
で表示して、再生や検索などができます（ミュージッ 
クナビゲーター）。 

ぶホームメディアギャラリーを表示ずる 

W U 

I© © ® W 

rT ) 佩 

ホームメニューから[ホームメディアギャラ u — ]を 
選んでミ夫定ボタンを押してち表示でさます。 

ぶ[ミュージック]を選んで決定ずる 



ホーム メディアギヤ ラリー 


P ムービ ー 
A フオト 
[ ミューシッタ 


アーティスト名び一覧で表示されます。 


ぶ[アーティスト]を選んで決定ずる 



Michael Beck 
Pioneer All Stars 
Rock'n Roll Brothers 
The Fishes 
Treetop 



1 ァルバム 
2 ァルバム 
4 ァルバム 
1 ァルバム 
1ァルバム 
1ァルバム 
4ァルバム 
2ァルバム 
5アルバム- 


選んだアーティストのアルバム名び表示されます。 


ぶ[アルバム]を選んで決定ずる 



♦ アルバムに収録されている音楽ファイルび一覧で表 
示されます。 


♦ 再生時間び取得でさない音楽ファイルの時間は 

「一：-」と表示されます。 

• 左側に選んだ音楽ファイルの情報び表示されます。 


ぶ再生したい音楽ファイルを選んでミ夫定 
ずる 



• 再生び始まつて、再生中画面 （ 下記）び表示されます。 


アーティスト名巧名ジャンル名 


bu 

すべての巧 

1再生中 



Pioneer AI 
1 Real Sol 

‘ ジャンル： Ro 

1 Stars 
ind - 

- 1 ぉ式： WMA - 

プラウズ 
—ヴーチ 
ソート 
再生中 

己 1— ブックソース 

画 1 _ 

前の巧 

Pictures Of My 

巧の巧 


前の曲名 経過時間/総再生時間 


•ファイル形式 
•プレイモードの種類 

•次の曲名 


ホームメディアギヤラリーを終了するには 
参ホームメディアギヤラリーポタン （ またはホームメニュー 
ポタン）を押します。 
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争すベての曲： 保存されているすべての音楽ファイル 
を表71^します。 

• ブラウズ： 音楽ファイルの表示ち法を切り換えます。 
争サーチ： トラック名、アーティスト名、アルバム名、 
またはジャンル名で音楽ファイルを検索します。文 
字の入力ち法については「動画ファイルを検索する 
(サーチ）」をご覧ください。 ••^35 ぺージ 

争ソート： 音楽ファイルを日付、またはアルファベッ 
卜順に並べ替えます。 

♦再生中： 現在再生している音楽ファイルの情報を表 
W しよす 0 

♦ミュージックソース： ネットワーク上の機器を表示 
します。機器の表示/変更方法については「ネッ 
トワーク上の機器を表示する」をご覧ください。 

^ 36ぺージ 



音楽を再生： 選んだ音楽ファイルを始めから再生し 
よ9 〇 

クイックリストに追加： 選んだ音楽ファイルをク 
イツク U ストに追加します。 


再生する回数び多い音楽ファイルを一覽で表示でさます。 
最大2已ファイルまで IJ ストに追加でさます。 


下記のとさクイック IJ ストは消去されます。 

-ミュージックナビゲーターを終了したとき 
-ネットワークの接続を変更したとさ（ミュージックソース 
画面で機器を変更したとさ） 

-電源をオフにしたとさ 



ネットワーク上のファイルを再をずる（ホームメディアギヤラリー） 



ソングオプションメニューを表示ずる 


ブラウズメニューを表示ずる 


ぶ ソングオプションメニューを表示ずる <1 )ブラウズメニューを表示ずる 


薩 



クイックリストとは 


お知らせ 


再生 


画質/ 

3 


/音声 


羊叫設す 


困つたとを 


その他 


基本設定 
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音楽ファイルの表示方法を切り換える（ブラウズ） 

アーティスト、アルバム、ジャンル、プレイ U スト、クイッ 
ク U スト、またはフォルダーごとに表示できます。 

ぶ[ブラウズ]を選んで決定ずる 




•戻る：前の画面に戻ります。 


• アーティスト： アーティストごとに表示します 。了一 
ティストを選んでミ夫定ボタンを押すとアルバムび表 
示されます。 

•アルバム： アルバムごとに表示します。アルバムを 
選んで 決定 ボタンを押すと曲び表示されます。 

•ジャンル： ジャンルごとに表示します。ジャンルを 
選んで 決定ボタンを 押すとアーティストび表示され 
ます。 

•プレイリスト： プレイ U ストを表示します。 

•クイックリスト： クイック U ストを表示します。 

叶ボタンを押すとソングオプションび表示されま 
す。ソングオプションから音楽ファイルを再生でき 
ます。また、クイック U ストから音楽ファイルを削 
除でさます。 

•フオルダー： フォルダーごとに表示します。フオル 
ダーを選んで 決定 ボタンを押すと音楽ファイル（ま 
たは下層のフオルダー）び表示されます。 


最初に表示される画面について 

♦ 本機の電源をオンにして、ムービーナビゲーター、フォトナビゲー 
ター、またはミュージックナビゲーターを最初に表示したとさ、 
フォルダー選択画面び表示されることびあります。これは、本機 
びメディアサーバーに保をされているファイルの情報を取得して 
いるためです。 

お使いのサーバーによってフォルダー選択画面に表示される項目 
び異なります。 t /* で 力-ソルを移動して、 ミ夫定ポタンで 項目 
を選びます。 呼で オプションメニューを表示してファイルを再 
生してください 34、37、39ぺージ。 

このとさ，ブラウズメニューの[すべてのムービー]、[すべての 
フォト]、[すべての巧]は選べません。サーバー上のすべてのファ 
イルの情報を取得すると選べます。 

最初にフォルダー選択画面び表示されないとさは、すでに本機び 
サーバー上のファイルの情報を取得しています。このとさは、取 
扱説明書に記載されている方法で操作でさます。 


サーバー上のファイルの情報が変更されたとさ 

♦ ホームメディアギャラ IJ 一を表示しているときにサーバー上の 
ファイルを追加、または削除すると、フォルダー選択画面に切り 
換わることびあります。 

このとさは、「最初に表示される画面について」に記載されてい 
るち法でフォルダー選択画面を操作して<ださい。再度本機び 
サーバー上のファイルの情報を取得したとさは取扱説明書に記載 
されているち法で操作でさます。 
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お使いのテレビに合わせて、再生する映像の画質を調整でさます。 


J ) 再生中にホームメニューを表示ずる ぶ 変更を確定ずる 




が/ 

ク 



真备击 A 


た二 J 戻る 

/〇 乂 + へ 


U モコンの 画質調整 ボタンを押しても画質調整画面を 
表汀^ごき■ます。 

ぶ[画質/音声調整]を選んでミ夫定ずる 


I qdi 



匹-ュム - iVaaw 戻る 

ク^^^ 

青 ホ 緑 黄 

ロロ ロロ 


Home Menu 

^ディスクナビ 

j^j ホームメディアギヤラリー 

み 画質/音芦調整 

^本体設定 


ぶ[画質調整]を選んで決定ずる 


ぶ画質を選ぶ 


•標準： お買い上げ時の設定です。 

• シネマ： 映画を見るとさに最適です。 

• メモリー！〜3 :項目ごとに調整した画質を記憶で 
さます。設定項目の内容は下記をご覧ください。 


メモリー1、2、3を選んだとき 


ぶ）[詳細設定]を選んで決定ずる 
ぶ画質を調整ずる 


IQD1 rw] I I 

I ディスクとと J __ ポップアップメニ 



、 l \ で項目を選んでで項目を調整します。 


メモリー1 

[ 白レベル 

巧ル 

一最大1 

黒レベル 

最ル 

^ 最大 

色あい 

緑 I—. _1 

丄赤 

色の濃さ 

最小 mm 

滿 1 1 巧大 


ミ夫定 ボタンを押すと画質を確認しなびら調整できます。 
再度押すと詳細設定画面に戻ります。 


メモ U— 1 


A 

(白レベル 

最ル 

最大） 



¥ 


•白レベル： 白色のレベルを調整します。 

♦黒レベル： 黒色のレベルを調整します。 

• 色あい： 緑色と赤色のバランスを調整します。 
•色の濃さ： 色の濃さを調整します。 


[シネマ]、および[メモ U —]〜 3] のすベての設定値は 、 HDMI 
出力端子、およびコンポーネント映像出力端子から出力される映 
像にのみ有効です（映像出力端子、および S 映像出力端子から出 
力される映像には無効です)。 


画質調整画面を終了するには 


参ホームメニュー ポタンを 押します。 


標準 _ 

詳細設定 


画質/音芦調整 


[ 0 画質調整 

j 音声調整 


戸 


画質/音声 

調整 


画質を調整する 


お知 SB 


接続 


基本設定 


再生 


画質/音声 

調整 


ず細設定 


つたとを 


I その他 
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画質/音声 

調整 


音声を調整する（オーディオ DRC ) 


オーディオ DRC (ダイナミックレンジコント□ール）には、大きい音を小さく、ル 
さい音を大さくして再生する効果があります。たとえば、映画のセリフなどが聞さづ 
5いときや深夜に映画を見るとさなどに設定を調整します。 

ぶ 再生中にホームメニューを表示ずる 変更を確定ずる 


も♦いま定刀 ♦]) 


お- 

5尊 5 

A 去 A 




ぶ）[画質/音声調整]を選んで決定ずる 



ぶ [ 音声調整]を選んで決定ずる 

画質/音芦調整 

0 画質調整 
[_ t $ 音声調整 ] 


ぶ設定を調整ずる 



音芦調整 

I 才ーデイオ DRC オフ 1—1 _ 1—1 最大 I 


悟声調整画面を終了するには 

• ホームメニュー ボタンを 押します。 


お幻 IS せ 


巳 D 、 DVD 、 または動画ファイルのドルビーデジタル音声にのみ 
効果びあります。 

オーディオ DRC は下記の音声に効果びあります。 

一音声出力 （2 ch ) 端テ、または音声出力（已 .1 ch ) 端テから出力 
されるアナ□グ音声 

ーデジタル音声出力端子、または HDMI 出力端子から出力される 
U ニア PCM 音声 

ディスクによって効果びルさいことびあります。 
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本な設定画面を操作ずる 


ぶ停止中にホームメニューを表示ずる 



真击去占 


Home Menu 

g ディスクナビ 
jjj ホーム メディアギヤ ラリー 
A 画質/音芦調整 
本体設定 


ぶ [本体設定]を選んで決定ずる 



ぶ 項目を選んで設定を変更ずる 


rap I 「因 ~1 I an ( __ ] 



本体設定画面を終了する 

参ホームメニュー ボタンを押します。 


お船せ 


-変更でさない項目は灰色で表示されます。また、本機の状態によつ 
て選べる項目び異なります。 


戸 


詳細設定 


設定を変更する（本体設定） 


接続 


基本設定 


再生 


I S / 實ド I 詳細謹 I 困ったとき- 


その他 
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設定を変更ずる（本体設定） 


おせ 


太字はお買い上げ時の設定です。 


テレビの縦横比 

4:3 

従来サイズ (4:3) のテレビと接続しているときに選びます。 


1巨:9(ワイドテレビ） 

ワイド （16:9) テレビと接続しているときに選びます 

4:3映像出力 

フル 

HDMI 対応のテレビなどと接続しているときに選びます。 


ノーマル 

テレビ側で縦横比を4:3に切り換えられないとさに選びます。 

DVD 16:9映像出力 

レターボックス 

テレビ画面の上下に黒い帯を入れて、] 6:9の映像を4:3の画面で見ると 
さに選びます。 


パンスキヤン 

] 6:9の映像の左ちをカツトして、4:3の画面全体に映像を映して見るとさ 
に選びます。 

HDMI カラー スペース 

YCbCr 

HDMI 対応のテレビと接続しているときに選びます。色差 (8 bit ) フォーマツ 
卜で伝送されます。 


RGB (] 6-23 己） 

RGB (日-2已已）に設定すると、色び濃くなります。黒び沈んで見えるときに 
選びます。 


RGB (0-2 已已） 

RG 目 （1 目-23已）に設定すると、色び薄くなります。黒び浮いて見えるとき 
に選びます。 

RGB 映像信号の入力に対応していないテレビのときは [ YCbCr ] に設定してください。 DVI 対応テレビと接続しているときは [RGB 
(0-2 已己)]に設定してください。正しく映らないときは [RGB (16-23 己)]に設定してください。 

24 p Direct 出力 

オン 

フィルム素材の巳 D を再生するときに選びます。] 080/24 P 対応のテレビ 
と HDMI ケーブルを使って接続しているとさのみ有効です。 


オフ 

ビデオ素材とフィルム素材の映像信号の切り換わりで映像び不自然に映ると 
さに選びます。 

「解像度を切り換える」もあわせてご覽ください。,21ページ 

S 映像出力 

S 1 

S ビデオケーブルを使ってテレビと接続しているとさ、映像び横に引さ伸ば 
されて見えるとさに選びます。 


S 2 

S ビデオケーブルを使ってテレビと接続しているとさに選びます。 

Dolby Digital 出力 

Dolby Digital 

接続した AV アンプなどびドルビーデジタルに対応しているとさに選びま 

※デジタル音声出力にのみ有効で 


す。ドルビーデジタル音声を出力します。 

す。 

Dolby Digital - PCM 

接続した AV アンプなどびドルビーデジタル音声に対応していないとさに選 
びます。ドルビーデジタル音声を U ニア PCM 音声に変換して出力します。 

DTS 出力 

DTS 

接続した AV アンプなどび DTS 音声に対応しているときに選びます 。 DTS 

《デジタル音声出力にのみ有効で 


音声を出力します。 

す。 

DTS 一 PCM 

接続した AV アンプなどび DTS 音声に対応していないとさに選びます。 

DTS 音声を U ニア PCM 音声に変換して出力します。 

DTS ダウンミックス 

ステレオ 

DTS 出力を DTS 一 PCM に設定しているとさ、 DTS 音声を2チャンネル 
(ステレオ）音声に変換して出力します。 


Lt/Rt 

DTS 音声をドルビーサラウンド対応の2チャンネル音声に変換します（接 
続した AV アンプなどびドルビープ□□ジック対応のときはサラウンド音声 
で出力します）。 

HDMI 音声出力 

自動 

ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタル円 us 、 DTS-HD High Resolution 
Audi 日、ドルビーデジタル、または DTS 音声をビットスト U —ムで出力 
します。ただし、ドルビー TrueHD またはドルビーデジタル Plus 音声に 
対応していない HDMI 機器と接続しているときは、ドルビーデジタル音声 
で出力します。 DTS-HD High Resolution Audi □音声に対応していない 
HDMI 機器と接続しているときは、 DTS 音声で出力します。 

接続している HDMI 機器び上記の音声に対応していないときは、 IJ ニア 
PCM 音声に変換して出力します。>50ページ 


PCM 

すべての音声を U ニア PCM 音声に変換して出力します。 AV アンプび U 二 
ア PCM のマルチチャンネル入力に対応しているときは、ドルビー TrueHD 、 
ドルビーデジタル円 us 、 および DTS-HD High Resolution Audio 音 
声を最大 7.1 ch の U ニア PCM 音声で出力でさます。' 50ページ 

音声言語 

※ディスクによっては選んだ言語 
に変更されないことびあります。 

曰本語 

巳 D 、 または DVD の音声を日本語で聞くときに選びます。 

英語 

目 D 、 または DVD の音声を英語で聞くとさに選びます。 


その他 

136言語の中から任意の言語を選びます。「言語コード表」已8ページ 
を見なびら操作します。巳 D 、 または DVD に収録されていない言語を設定 
したとさは、収録されているいずれかの言語でメニュー画面び表示されます。 

^ディスクによっては選んだ言語 
に変更されないことびあります。 

曰本語 

目 D 、 または DVD の字幕を日本語で表示するとさに選びます。 

英語 

巳 D 、 または DVD の字幕を英語で表示するとさに選びます。 

1 

その他 

136言語の中から任意の言語を選びます。「言語コード表」'已8ページ 
を見なびら操作します。巳 D 、 または DVD に収録されていない言語を設定 
したとさは、収録されているいずれかの言語でメニュー画面び表示されます。 
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巨 D/DVD メニユー言語 

※ディスクによっては選んだ言語 
に変更されないことびあります。 

字幕言語に連動 

巳 D 、 または DVD のメニュー画面を字幕言語で選んでいる言語で表示する 
とさに選びます。 

曰本語 

巳 D 、 または DVD のメニュー画面を日本語で表示するとさに選びます。 

英語 

巳 D 、 または DVD のメニュー画面を英語で表示するとさに選びます。 

その他 

136言語の中から任意の言語を選びます。「言語コード表」'已 8 ページ 
を見なびら操作します。巳 D 、 または DVD に収録されていない言語を設定 
したとさは、収録されているいずれかの言語でメニュー画面び表示されます。 

字幕表示 

オン 

字幕を表示するとさに選びます。 

オフ 

字幕を表示しないとさに選びます。ただし、字幕を強制的に表示するディス 
クちあります。 

暗証番号登録（暗話番号変更） 

視聴び制限されているディ; 
証番号を登録（変更）する」 

スクを再生するために必要な暗証番号を登録（変更）します。詳しくは「暗 
をご覽ください。 ,46 ページ 

DVD 視聴制限 

レベル変更 

本機の視聴制限のレベルを変更します。詳しくは「レベルを変更する」をご 
覧ください。 ■•^47 ページ 

DVD 国コード設定 

国/地域を変更します。「国/地域コード表」 已8 ページを見なびら操作 
します。 

BD 視聴制限 

制限年齢変更 

制限年齢を変更します。2已已と表示されたとさは年齢制限び適用されませ 
ん。 

目 D 国コード設定 

国/地域を変更します。「国/地域コード表」'已 8 ぺージを見なびら操作 
します。 

IP アドレス設定 

IP アドレスを設定します。詳しくは「ネットワークの設定をする」をご覧ください。 19 ぺージ 

デバイス名 

本機びネットワーク上の機器に表示されるとさの名前を変更します。詳しくは「ネットワークの設定を 
する」をご覽ください。 19 ページ 

ネットワーク情報表示 

ネットワークの設定を一覽で表示します。詳しくは「ネットワークの設定をする」をご覽ください。 

^19 ぺージ 

音声出カモード 

2 チヤンネル 

テレビのアナ□グ 2 ch ( ステレオ）音声入力端テと本機の音声出力 （2 ch ) 端 
テを接続したとさに選びます。 

己.]チヤンネル 

AV アンプなどのアナ□グ己1 ch 音声入力端テと本機の音声出力（己.1 ch ) 

端テと接続したとさに選びます。 

スピーカー設定 

接続したスピーカーの大ささ、およびあり/なしを設定します。詳しくは「スピーカーの設定を変更す 
る（スピーカー設定）」をご覧ください。 4 巨ぺージ 

画面お 71^ 

オン 

テレビ画面に操作表示（再生、停止など）を表示するとさに選びます。 

オフ 

テレビ画面に操作表示（再生、停止など）を表示しないとさに選びます。 

オートパワーオフ 

オン 

自動で電源をオフにするときに選びます （30 分！; Lb 何も操作しないと自動 
で電源びオフになります）。 

オフ 

自動で電源をオフにしないとさに選びます。 

セットアップナビ 

開始 

セットアップナビを使って設定を開始します。詳しくは「セットアップナビ 
を使って設定する」をご覽ください。' 18 ページ 

八イブリッドディスク再生層設定 

※ディスクテーブルにディスクび 
セットされているとさは変更でさ 
ません。 

BD 

こ層上の八イブ IJ ット （ BD と DVD 、 または CD ) ディスクの目 D 層を再 
生します。 

DVD 

こ層上の八イブ U ット （ BD と DVD ) ディスクの DVD 層を再生します。 
DVD 層びないとさは巳 D 層を再生します。 

CD 

こ層上の八イブ U ット （ BD と CD ) ディスクの CD 層を再生します 。 CD 
層びないとさは巳 D 層を再生します。 

HDMI コント□—ル 

オン 

HDMI ケーブルを使って接続している AV 機器の U モコンで本機を操作す 
るときに選びます。 「 HDMI コント□-ル機能について」もあわせてご覧く 

ださい。' 15 ページ 

オフ 

HDMI ケーブルを使って接続している AV 機器の U モコンで本機を操作し 
ないとさに選びます。 

ソフトウェア更新 

開始 

インターネットに接続して最新のソフトウェアに更新できます。詳しくは「ソ 
フトウェアを更新する」をご覧ください。 51 ページ 
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接气 


基本^定 


再生 


画質/音声 
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視聴制限 



スピーカー 
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本体設定 


映像出力 暗証番号登録 

音声出力 

Mil _新しい暗証き号の入力 W m 

巧貝聴制限 

ネットヮーク 新しい暗罰ま号の巧入力 ■■■■ 

スピーカー 

オプション 


暗証番号を変更するとさは 

参すでに登録している暗証番号を入力してから新しい暗証蚕 
号を入力します。 


スピーカーの設定を変更ずる 
(スピーカー設定） 


はじめにホームメニューから[本体設定]を選んで決定ボタンを押 
します。 


ぶ[スピーカー]を選んでミ夫定ずる 

「城 ] r Q] r [ _ ] 

ポップアップメこ 


I ディスクナビ I 



ク^^^^ 〇 

青 赤 緑 黄 

ロロ ロロ 


本体設定 


映像出力 
音声出力 

ミ亞 

晶 S ' 制限 

ネットワーク 


音声出カモード 
スピーカー設定 


峰已 .1 チヤンネル 
峰次画面へ 


B ピ■—力一 


オプシヨン 


ぶ [ スピーカー設定]一 [ 次画面へ]を 
選んで決定ずる 


[ 音声出カモード]び [2 チヤンネル]に設定されていると 
さは選べません。[己]チヤンネル]に変更してください。 


45ぺージ 


ぶスピーカーを選んで設定を変更ずる 


スピーカー設定 
C <ちり 
Ls/Rs あり 


L/R 


ラージ 



• C (センタースピーカー）： あり/なし 

• Ls / Rs (サラウンドスピーカー左/も）： あり/な 
し 

• L/R (フ□ントスピーカー左/ち）： スモール/ラー 
ジ（センター、およびサラウンドスピーカーを[あり] 
に設定したとさのみ有効です。） 


スピーカー設定画面を終了するには 


• ミ夫定ボタンを押します。 


D さ証ま号を登録 （ を更）ずる 


暴カシーンなどを含む目 D 、 または DVD には視聴制 
限のレベルを設けたディスクがあります（ディスクの 
ジャケットなどの表示で確認でさます）。本機のレベル 
をディスクよりも小さく設定しておくと、これ5のディ 
スクの視聴を制限でさます。 

ぶ[視聴制限]を選んで決定ずる 

loDi I Q] I an ( _ j 



ク^〇 

青 ホ 緑 黄 

ロロ ロロ 


本体設定 

映像出力 
音声出力 

ミ里 

tii 制限] 

ネットワーク 

スピーカー 

オプション 

暗証番号登録 ♦ 次画面へ 

DVD 視聴制限 吟次画面へ 

BD 視聴制限 ♦ 次画面へ 


ぶ [ 暗証番号登録 ] ^ [ 次画面へ]を選 
んで決定ずる 


ぶ 暗証番号を入力ずる 


数字 （0 〜 9) ボタンで 番号を入力して、 決定ボタンで 

確定します。 


設定を変更ずる（本体設定) 




お知5せ 





1ホ—厶メディア 'j 

の 

& 



跨 J 

の 

辭慷度切鞭 

音声 

IW1 

字幕 

アング J 

レ画面表示 

1 I ~~ I 
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お船せ 


暗証番号はメモしておくことをお勧めします。 

暗証番号を忘れてしまったとさは、本機の設定をお買い上げ時の 
設定に戻してから再度暗証番号を登録してください。 

^ 4巨ぺージ 

ディスクによっては視聴制限されている場面を飛ばして再生する 
ことびあります。詳しくはディスクジャケットなどをご覧くださ 
い。 

再生中に暗証番号を入力する画面び表示されるディスクびありま 
す。再生を続けるとさは暗証番号を入力してください。 


sS 年齡を変更ずる 

和/-►で年齢を変更して、ミ夫定ボタンで確定します。 



•- 


巧おずるとをの年齡制 P 反を変更ずる 


•- 


レベルをを更ずる 


sj) [視聴制限]を選んで決定ずる 



本体設定 

映像出力 
音声出力 
ミ i 呂 

i 聴制限 
ネットワーク 
スピーカー 
オプション 

暗証番号変更 ♦ 次画面へ 

DVD 視聴制限 吟次画面へ 

BD 視聴制限 岭次画面へ 


ぶ旧 D 視聴制限 ] ^ [ 制限年齡変更] 

を選んで決定ずる 

ぶ 暗証番号を入力ずる 

数字 （0 〜 9) ボタンで番号を入力して、決定ボタンで 
確定します。 


sj) [視聴制限]を選んで決定ずる 



本体設定 

映像出力 
音声出力 

ミ亞 

1量 S 制限1 

ネットワーク 

スピーカー 

オプション 

暗証番号変更 ♦ 次画面へ 

DVD 視聴制限 吟次画面へ 

BD 視聴制限 岭次画面へ 


ぶ） [DVD 視聴制限 ] ^ [ レベル変更]を 
選んで決定ずる 

ぶ 暗証番号を入力ずる 

数字 （0 〜 9) ボタンで番号を入力して、決定ボタンで 
確定します。 


の 


@1 

ホームメディア 1 

智 




の 

& 







解慷度切撫 

音声 

字幕 

アングル画面表示 

「图 1「 1 


の@ @ 

'ホームメディづ 
ギャラト 

@ @ @ 

の 

@ @ @ 



箱像度切換 


字幕 アングル 

J Q IJ . a ] 


本体設定 


映像出力 
音声出力 
言語 


〔視聴制限 


ネットワーク 

スピーカー 

オプション 


制限年髓変更 


暗証番号 


制限年蹄 


因 I 

國 


本体設定 


映像出力 
音声出力 
言語 


〔視聴制限 


ネットワーク 

スピーカー 

オプション 


レベル変更 


暗証番号 


レベル 


曰 ■ 

[オフI 


設定を変更する（本体設定） 


瑪 


接ち 


基本設定 


再生 


I 画學？宣ド I 

li 画 


詳細設定 


つたとを 
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箱像度切換 


レ画面表示 





巳 D の国/化巧コードを変更ずる 


お巧15せ 


個/地域〕ード勃'已8ぺージを見なびら操作します。 


ぶ）[視聴制限]を選んで決定ずる 



ク^^〇 

青 ホ 緑 黄 

ロロ ロロ 


本体設定 

映像出力 
音声出力 

=iE 

け IS 制限] 

ネットワーク 

スピーカー 

オプション 

暗証番号変更 ♦ 次画面へ 

DVD 視聴制限 峰次画面へ 

BD 視聴制限 岭次画面へ 


ぶ旧〇視聴制限]^旧〇国コード設定] 
を選んで決定ずる 


本体設定 


映像出力 
音声出力 

==E 

を見聴師矿 


ネットワーク 

スピーカー 

オプション 


BD 国コード設定 


暗証番号 


□ -H 


ま号 


因 I 


jp 


の四の固 


ぶ国コードを変更ずる 

和/- ► で国コードを変更して、ミ夫定ボタンで確定します。 


ぶレベルを変更ずる 

和/-►でレベルを変更して、ミ夫定ボタンで確定します。 


^暗証番号を入力ずる 


数字 （0 〜 9) ボタンで番号を入力して、決定ボタンで 

確定します。 



設定を変ちずる（本体設定) 


@ ® @爲 

@ @ @ 

の 


階 

商 

諭 


48 

















































A 


解像度切換 
音声 字幕 アングル画面表示 

R:® 1 「Q II 图 1 I I 


本体設定 


映像出力 
音声出力 
言語 


〔視聴制限 


ネットワーク 

スピーカー 

オプション 


DVD 国コード設定 

暗証番号 

□-K 

番号 


因 I 


jp 


ののの回 


J ) 国コードを変更ずる 

和/呼で国コードを変更して、決定ボタンで確定します。 




DVD の国/地域コードを変更ずる 


「国/地域コード表」' 58ページを見なびら操作します。 


曲 [視聴制限]を選んで決定ずる 



本体設定 

映像出力 

音声出力 
==s 

け IS 制限1 

ネットワーク 

スピーカー 

オプション 

暗証番号変更 ♦ :夕画面へ 

DVD 視聴制限 峰巧画面へ 

BD 視聴制限 岭巧画面へ 


J) [DVD 視聴制限] 一 [DVD 国コード 
設定]を選んで決定ずる 

J ) 暗証番号を入力ずる 

数字 （0 〜 9) ボタンで番号を入力して、決定ボタ:^ 
確定します。 


設定を変更する（本体設定） 


お知5せ 


準備 


接続 


基本設定 


再生 


I 麵/實ド I 詳護定 I 困ったとき- 


その他 


八、 


で 

/ 


雲置 
@@置 

の©®® 


49 
















































^ 声出力端子か 6 出力をれる 

音声について 


音声の種類 

音声出力端子 

デジタル音声出力端子 

HDMI 出力端子 

2が2 

5.1か《2 

■ J ニア PCM 音声 
に変換する^ 3 

IJ ニア PCM 音声 
に変換しない^ 4 5 

PCIVpe 

自動※ 5, 6,7 

BD 

ドルビーデジタル 

2 ch 音声に変換 

己. Ich 音声 

2 ch 音声に変換 

ドルビーデジタル 

己. Ich 音声 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタル 

Pluses 

ドルビーデジタル 

7.Ich 音声^ 9’ 

ドルビーデジタル 
Plus 

ドルビー TrueHD 

ドルビーデジタル 

7. Ich 音声 

《9,10,11,12,13 

ドルビー TrueHD 

DTS 

DTS 

己. Ich 音声 

《10,15,16 

DTS 

DTS-HD H 帥 
Resolution 

Audi 〇※ 8 

DTS 

7. Ich 音声 

《9,10,12,15 

DTS-HD H 帥 
Resolution 
Audio 

DTS-HD Master 
Audi 〇※ 17 

DTS 

己. Ich 音声 

《10,15,16 

DTS 

IJ ニア PCM 

己. Ich 音声に変換 

2 ch 音声に変換 

7. Ich 音声 

《10,11,15 

7. Ich 音声 

DVD 

ドルビーデジタル 

2 ch 音声に変換 

己. Ich 音声 

2 ch 音声に変換 

ドルビーデジタル 

己. Ich 音声 

ドルビーデジタル 

DTS 

DTS 

DTS 

MPEG 

2 ch 音声 

IJ ニア PCM 


’^1 IJ ニア PCM 音声を出力しているとき、接続している HDMI 機器の対応しているチャンネル数び少ないときは、機器に対応したチャンネル 
数び出力されます。 

’^2 [音声出カモード]び [2 チャンネル]、またはに .1 チャンネル]に設定されているとさ。 ,45ページ 

《3 [Dolby Di 呂 ital 出力]び [Dolby Di 呂 ital 一 PCM ]、 または [ DTS 出力]び [DTS 一 PCM ] に設定されているとき。 ,44ぺージ 
•^4 [Dolby Di 呂 ital 出力]び [Dolby Digital ]、 または [ DTS 出力]び [ DTS ] に設定されているとき。 ,44ぺージ 

•^5 ドルビーデジタル、ドルビーデジタル円 US 、 ドルビー TrueHD 、 DTS-HD High Resolution Audio . または DTS をビットスト U — ムで 
出力しているとさ、インタラクティブオーディオは出力されません。 

’^6 [ HDMI 音声出力]び [ PCM ]、 または[自動]に設定されているとき。 ,44ぺージ 

’^7接続している HDMI 機器びドルビーデジタル Plus 、 またはドルビー TrueHD のビットスト IJ ームに対応していないときは、ドルビーデジ 
タルのビットスト U —ムで出力されます。 

接続している HDMI 機器び DTS-HD High Resolution Audio に対応していないときは、 DTS のビットスト U - ムで出力されます。 
接続している HDMI 機器びドルビーデジタル、または DTS のビットスト U —ムに対応していないときは、 PCM で出力されます。 

’^8音声出力端子、およびデジタル音声出力端子ではドルビーデジタル、および DTS の音声び出力されます。 

’^9 6. Ich または 7.1 ch のサラウンドバックにのみ対応しています。それじ(外は、已 . Ich じ(下の音声で出力されます。 

目.1 ch のサラウンドバックは 7. 1 ch で出力されます。 

96 kHz または] 92 kHz の音声を出力しているとさは、インタラクティブオーディオは出力されません。 

192 kHz の音声は 2 ch 音声に変換して出力されます。 

’^12 96 kHz の音声は、映像出力解像度を 720P、] 080 し または] 080p に設定すると、最大己. 1 ch で出力されます。 

^13 96 kHz の音声は、映像出力解像度を 480 i または 480 P に設定すると、 2 ch で出力されます。 

^14映像出力解像度を 480 i または 480 p に設定すると、ドルビーデジタルのビットスト IJ ームで出力されます。 

’^15 96 kHz の音声は、映像出力解像度を 480 i または 480 P に設定すると、48 kHz で出力されます。 

•^16 DTS-ES 6.1かディスク11-卜は、 7.1 ch で出力されます。 

’^17 DTS 音声で出力されます。 



-デジタル音声出力端子から出力される音声は48 kHz ( CD は 44.1 kHz ) です。 
. MPEG 音声は必ず U ニア PCM 音声で出力されます。 
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"NET-DWLD" 

i 

"DOWNLOAD" 

• 本体表示窓には [DATA CHECK]、[WRT FLASH 1]. 
[WRT DRIVE]、[WRT SUBCON ] などと表示され 
ます。 

• 更新中は電源プラグを抜かないで < ださい。 

^更新中は自動でディスクテーブルが開 
さまず 

• ディスクテーブルび開いているとさは、絶対に押し 
込まないでください（ディスクテーブルは開いたま 
まにしておいてください）。 

J) 更新び終了しまず 

• 本体表示窓に [DL 0 K ] と表示され電源びオフにな 
ります。 

^正しく更新されているか確認ずる 

本機の電源をオンにして本体表示窓に [DL 0 K ] と表示 
されていれば、正しく更新されています。 


ずべての設定をお買い上げ時のが態 
に房ず 


ぶ本機の電源がオンになっていることを 
確認ずる 


そ 

CD 


ソフトウェアの更新にはインターネットの接続状況により時間び 
かかります （ 別途ソフトウェアの取り込みにを時間びかかります)。 
また、ソフトウェアの更新中は他の操作びでさません。 

更新中は自動でディスクテーブルび開さます。本機を扉付さラッ 
クに設置しているとさは、あらかじめ扉を開けておいてください。 
また、ディスクテーブルび開いているとさは、絶対に押し込まな 
いでください（ディスクテーブルは開いたままにしておいてくだ 
さい)。 

更新中は電源プラグを抜かないで<ださい。更新び中止され、誤 
動作することびあります。 


お巧5せ 


• d ) はお客様の操作です（ソフトウェアをインターネット 

経由で取り込む操作です）。 

• ^〜^は本体の動作（自動）説明です（ソフトウェアを更新 
する動作です）。 

• ^ はお客様の操作です。 


ホームメニューを表示ずる 





J ) [本体設定]一[オプション]一[ソ 
フトウェア更新]一 [ 開始 ] 一[はい] 
を選んで決定ずる 


♦ 電源び自動でオフになります。 

♦ すでに最新のソフトウエアで動作しているときは、 
ヘルプメッセージび表示されます。 

♦ ソフトウエアの更新にはインターネットの接続状況 
により時間びかかります （ 別途ソフトウエアの取り 
込みにち時間びかかります）。また、ソフトウェア 
の更新中は他の操作びでさません。 


ぶディスクを再生しているときは 
■ STOP を押して再生を停止ずる 

ぶ ■STOP を押しなが5 
む STANDBY/ON を押ず 

本体前面部のボタンで操作します。 


設定を変更する（本体設定） 




ソフトウェアを更新ずる 


LAN ケーブルでインターネットに接続して、本機のソ 
フトウェアを更新します。 


ぶソフトウェアの取り込みおよび更新が 
始まりまず 

•本体表示窓に下記のように表示され、本体から動作 
音びします （ 映像と音声は出力されません）。 

"POWER ON" 


i 


接 

く-て 

，■/し 



基本定 


再生 


画；長/音声 
司星 


詳細設定 


つたとキ J 
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困ったとさ 


故障かな？と思った5 


故障かな？と思った5下記の項目を確認してください。また、本機と接続している機 
器（テレビなど）ちあわせて確認してください。 

それでも正常に動作しないときは『保証とアフターサービス』6已ぺージをお読 
みのうえ、販売店にお問い合わせください。 




こんなとさは 1 

1ここを確認して<ださい1 

1 対応®しかた 1 

•ディスクび再生でさない。 

•ディスクテーブルび自動で開く。 

ディスクに傷びついていませんか。 

傷びついているディスクは再生でさないことびあります。 

ディスクび巧れていませんか。 

ディスクをク U —ニングしてください。' 巨 1 ページ 

ディスクびディスクテーブルに正し 
<セットされていますか。 

-印刷面を上にセットしてください。 

-ディスクテーブルの枠内に正しくセットしてください。 

U ージョンナンノ く一は正しいですか。 

本機で再生でさるディスクの IJ ージョンナンノ く一は下記のと 
おりです。 ' 7 ページ 
•巳 D : 「 A (または A を含む）」または 「ALU 
- DVD :「2(または2を含む）」または 「ALU 

湿気の多い場所に設置していません 
か。 

内部び結露している可能性びあります。結露び消えるまでお 
待ちください。なお、エアコンなどの近くに設置しないでく 
ださい。 巨 0 ページ 

•テレビ画面び止まって、操作でさ 
ない。 


•■(停止） ボタンを押して再生を停止してから再度再生し 
て < ださい。 

-停止できないときは本体前面部の6 STANDBY/ON ボタ 
ンを押して電源をオフにしてから再度電源をオンにしてく 
ださい。 

-電源をオフにでさないとさは本体前面部の6 STANDBY / 
ON ボタンを]日秒じ(上押し続けると電源びオフになりま 
す。 

•映像び映らない。 

映像ケーブルび正し<接続されてい 
ますか。 

な一つ )レを奥までしっかり差し込んで < ださい。 

映像ケーブルび断線していませんか。 

断線していたとさは新しいケーブルと交換してください。 

接続しているテレビ、または AV ア 
ンプの入力は正しいですか。 

接続している機器の取扱説明書をご覧になり、正しい入力に 
切り換えてください。 


HDMI ケーブルで接続したとさのみ映像を出力する目 D びあ 
ります。 

•映像びされいに映らない。 


テレビによっては、本機の解像度の設定によってされいに映 
らないことびあります。解像度切換ボタンでされいに映る解 
像度に切り換えてください。•- 21 ページ 

•映像び伸びている。 

参縦横比び切り換えられない。 

テレビ縦横比は正しく設定されてい 
ますか。 

テレビの取扱説明書をご覧になり、テレビの縦横比を正しく 
設定してください。 

[4:3 映像出力]は正しく設定されて 
いますか。 

- [4:3 映像出力]を正しく設定してください。 ,44 ページ 
•本機の解像度び [720 p ]、[1 日 8 日 i ]、[1 日 80 p ] に設定れて 
いるとさは、テレビの縦横比び4:3に設定されていてち映 
像び ワイド （16:9) で出力されます。 

•再生中に映像び乱れる。 

参映像び暗い。 


-本機はマク□ビジョンのコピープ□テクトに対応していま 
す。テレビによってはコピー禁止信号び記録されているディ 
スクを再生したとさに正しく映らないことびあります。こ 
れは故障ではありません。 

. ビデオデッキなどを経由して本機とテレビを接続したとき 
は、本機のアナ□グコピープ□テクトによって映像び正し 
く映りません。本機とテレビは直接接続してください。 
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» 障かな？と思った s 


こんなとさは 


参音声び出ない。 

参音声び乱れている。 


参デジタル音声出力（同軸/光）端テ 
からデジタル音声び出力されない 
_(アナ□グ音声は出力される）。_ 

参マルチチャンネル音声び出力され 
ない。 


» DTS 音声を出力すると雑音び聞こ 
スる。 


参デジタル音声出力（光/同軸）端 
子から] 92 kHz 、 または96 kHz 
のデジタル音声び出力でさない。 


>ディスクに記録されているフアイ 
ルび再生でさない。 


•目 D を再生してち映像び映らない、 
または八イビジョンで出力されな 
い。 

参ランダム再生中に同じトラック 
/ファイルび再生される。 


ここを確認してください 


-ス□一再生していませんか。 

. 早送り/早戻ししていませんか。_ 

接続している機器 ( AV アンプなど） 
は正しく設定されていますか。 


ディスクに傷びついていませんか。 


ディスクび巧れていませんか。 


音声ケーブルび正し<接続されてい 
ますか。 


音声ケーブルび断線していませんか。 


他機器 （ AV アンプなど）と正しく接 
続されていますか。 


[ 音声出カモード]び正しく設定され 
ていますか。 


スピーカーび正しく設定されていま 
すか。 


[音声出力]び接続している AV アン 
プなどび対応している音声に設定さ 
れていますか。_ 

接続している AV アンプなどの音声 
出力は正しく設定されていますか。 


[ 音声出力]び接続している AV アン 
プなどび対応している音声に設定さ 
れていますか。 


[音声出力]、および[スピーカー] 
び正しく設定されていますか。 


AV アンプなどを HDMI 出力端子、 
デジタル音声出力（光/同軸）端テ、 
に接続していますか。 


接続している AV アンプは DTS 音 
声に対応していますか。 


本機で再生でさるディスクですか。 


本機で再生でさるファイルですか。 


ファイルび DRM で保護されていま 
せんか。 


対応のしかた 


ス□一再生中、または早送り/早戻し中は音声び出力されま 
せん。_ 

接続している機器の取扱説明書をご覧になり、音量、入力、 
およびスピーカーの設定などを確認してください。_ 

傷びついているディスクは音声び出ないことびあります。 
ディスクをク U —ニングしてください。' 61ページ 
ケーブルは奥までしっかり差し込んでください。 


断線していたとさは新しいケーブルと交換してください。 

•他機器の音声出力端子などに接続していないか確認して< 
ださい。 

• AV アンプの PHONO 入力端テなどに接続していないか確 

_認してください。_ 

[音声出カモード]びに.1チャンネル]に設定されていると 
さは音声出力 （2 ch ) 端テから音声び出ないことびあります。 

' 45ぺージ 

[スピーカー設定 ] を正しく設定してください。 

^ 4巨ぺージ 

光デジタル音声出力端子、同軸デジタル音声出力端子、また 
は HDMI 出力端子からのみ音声を出力する目 D びあります。 

-接続している AV アンプの取扱説明書をご覽になり、対応 
している音声を確認してください。 

•[音声出力]を正しく設定してくださし、 44ページ_ 

-接続している AV アンプの取扱説明書をご覧になり 、 AV 
アンプの音声出力の設定を確認してください。 

•メニュー画面、または CS ) 音声ポタンでディスクの音声を 
_マルチチャンネル音声に切り換えてください。_ 

-接続している AV アンプの取扱説明書をご覧になり、対応 
している音声を確認してください。 

•[音声出力]を正しく設定してください。 ,44ページ_ 

• AV アンプなどを音声出力（己.1 ch ) 端テに接続していると 
さは、[音声出カモード]をに.1チャンネル]に設定して 
ください。 ,45ページ 

•[スピーカー設定]を正しく設定してください。 

'4 ちぺージ_ 

接続している AV アンプの取扱説明書をご覧になり、 AV ア 
ンプの音声出力の設定を確認してください。 


デジタル音声出力端子に DTS 音声に対応していない AV ア 
ンプを接続しているときは、 [ DTS 出力]を [DTS 一 PCM ] 
に設定してください。 [ DTS 出力]を [ DTS ] に設定している 
と雑音び聞こえます。 44ぺージ_ 

本機のデジタル音声出力（光/同軸）端テからは] 92 kHz 、 
または9目 kHz のデジタル音声び出力でさません。自動でダ 
ウンヴンプ U ングして出力されます。_ 

本機で再生でさるディスクか確認してください。 

* ぺージ (本機はマルチボーダーに対応していますび、 

1つ目のボーダーしか再生でさません。）_ 

-本機で再生でさるファイルか確認してください。 

8ぺージ 

-ファイルび壊れていないか確認してください。_ 

DRM で保護されているファイルは再生でさません（ディス 
クナビに表示されたとさ、 DRM で保護されているファイル 
にはび付いています)。 

コピープ□テクトで保護されたディスクは、映像出力端子、 

S ビデオ映像出力端子、およびコンポーネント映像出力端子 
から映像を出力でさないことびあります。 HDMI ケーブルで 
接続してください。 14ぺージ_ 

無作為に再生しますので、同じトラック/ファイルを再生す 
ることびあります。たとえば、「トラック]ートラック己一 
トラック ] •一」のような順番で再生されることもあります。 
これは故障ではありません。 


準備 


接 r - 


基本^定 


再生 


画質/ 
IT 這 


/音声 


羊， 


J 定 


困つたとさ その："心 
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故障かな？と思った s 


HDMI 


こんなとさは 1 

1 ここを確認して<ださい 1 

1 巧応のしかた 1 

参 HDMI インジケーターび点打しな 
い。 

DVI 機器を接続していませんか。 

DVI 機器の取扱説明書をご覽になり、 HDCP に 
対応しているか確認してください。 


接続している HDMI 機器の入力は正しいですか。 

HDMI 機器の取扱説明書をご覽になり、正しい入 
力に切り換えてください。 

•映像び映らない。 

DVI 機器を接続していませんか。 

DVI 機器を接続すると映像び正しく映らないこと 
びあります。 


HDMI インジケーターは点灯していますか。 

- HDMI インジケーターび点好していないとさは、 
HDMI 機器の取扱説明書をご覧になり、正しい 
入力に切り換えてください。 

- HDMI インジケーターび点好しているとさは、 
解像度切換ボタンで解像度を切り換えてくださ 
し、 ,21 ぺージ 


HDMI ケーブルび正しく接続されていますか。 

-ケーブルは奥までしっかり差し込んでください。 

-ケーブルによっては ] 日8日 P 映像信号び正し 
く出力でさないことびあります（付属の HDMI 
ケーブルは] 080 P に対応しています）。 


HDMI ケーブルび断線していませんか。 

断線していたとさは新しいケーブルと交換してく 
ださい。 

•テレビ画面の色び正し<映らな 
い。 


[ HDMI カラースペース]の設定を変更してくださ 

し、' 44 ぺージ 

参音声び出ない。 

DVI 機器を接続していませんか。 

DVI 機器に接続しているときは、 HDMI 出力端子 
から音声び出ません。デジタル音声出力（光/同 
軸）端テ、または音声出力 （2 ch ) 端テに接続して 
<ださい。 


出力されている音声を確認してください。 

本機は]92 kHz のマルチチャンネル音声を出力 
でさません。再生中に C 5) 音声ボタンを押して音 
声を切り換えてださい。 

• HDMI コント□-ル機能び働かな 

HDMI ケーブルび正しく接続されていますか。 

HDMI ケーブルを正しく接続してください。 

い。 

本機の [ HDMI コント□-ル]び[オン]に設定さ 
れていますか。 

本機の [ HDMI コント□ール ] を[オン]に設定し 

てください。 ,45 ページ 


接続している機器の [ HDMI コント□-ル]び[才 
ン]に設定されていますか。 

HDMI コント□-ル機能は、 HDMI ケーブルで接 
続されているすべての機器の [ HDMI コント □- 
ル]を[オン]に設定しているとさに働さます。 

接続、および各機器の設定び完了したら、本機の 
映像びプラズマテレビに出力されているか確認し 
てください（接続する機器を変更したり 、 HDMI 
ケーブルを差し直したとさち確認してください）。 
詳し<は接続している機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 


複数の機器を接続していませんか。 

本機を含めて3台上の機器び接続されていると 
働かないことびあります。 


接続している機器び HDMI コント□ール機能に対 
応していますか。 

-接続しているプラズマテレビによっては働かな 
いことびあります。 

-他社の機器と HDMI ケーブルを使って接続して 
も HDMI コント□ール機能は働さません。 

- HDMI コント□-ル機能に対応している機器と 
本機の間に HDMI コント□-ル機能に対応して 
いない機器、または他社の機器び接続されてい 
るとさは働さません。 

-接続している機器の取扱説明書もあわせてご覽 
<ださい。 


お使いの HDMI ケーブルび HDMI 1 .3 規格に対 
応していますか。 

付属の HDMI ケーブル外をお使いのとさは 

HDMI 1.3(カテ 3 U — 2) 規格！;(降に対応してい 
るケーブルをお使いください。 

( HDMI 1.3(カテ 3 U — 2) 規格！;^降に対応してい 
ないと HDMI コント□-ル機能び正しく動作しな 
いことびあります。） 


54 















































» 障かな？と思った s 




ネツトワ—ク 


>ホーム メディアギャラ IJ 一び 表示 
でさない ( LAN インジケーターび 
点打していない）。 


>ホーム メディアギャラ IJ 一び 表示 
でさない ( LAN インジケーターは 
点打している）。 


参接続している機器びホームメディ 
アギャラ IJ 一に表示されない。 


参接続している機器にアクセスでさ 
ない （ IJ ストには表示されるび、 
A び付いている）。 


>前回 U ストに表示されていた機器 
び表 TJX されない。 

>前回再生したファイルび見つから 
ない。 


ここを確認してください 


正しく接続されていますか。 


IP アドレスは正しく設定されていますか。 


接続している機器は動作していますか。 


接続している機器のネットワークの設定などは正 
しく設定されていますか。_ 

接続している機器びファイルの共用を許可してい 
ますか。_ 

接続している機器のフォルダーび削除、または損 
傷していませんか。_ 

接続している機器は動作していますか。 


接続している機器のネットワークの設定などは正 
しく設定されていますか。_ 

接続している機器びファイルの共用を許可してい 
ますか。_ 

接続している機器のフォルダーび削除、または損 
傷していませんか。_ 

接続している機器に再生でさるファイルびありま 
すか。_ 

新しい機器をネットワーク上に追加していません 
か。 

接続している機器の設定は正しいですか。 


接続している機器に再生でさるファイルびありま 
すか。_ 

新しい機器をネットワーク上に追加していません 
か。 

接続している機器の電源びオンになっています 
か。 


対応のしかた 


ケーブルび正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

•本機の IP アドレスを自動で設定したとさは、接 
続している機器の IP アドレスも自動で設定して 
<ださい。 

-接続している機器の IP アドレスを手動で設定し 
たとさは、本機の IP アドレスも手動で設定して 

ください。' 19ページ 

- DHCP 、 または IP アドレスの設定を確認して 
ください。自動で IP アドレスを設定したとさは、 
IP アドレスび正しいか確認してください。 

•-19ぺージ 

-待機状態やス U —プモードなどになっていない 
か確認してください。 

-接続している機器び動作していることを確認し 
て < ださい。 

•必要に応じて、再起動してください。_ 

正しく設定してください。 

接続している機器の設定を変更してください。 

接続している機器に保をされているフォルダーを 
確認してください。_ 

-待機状態やス IJ ープモードなどになっていない 
か確認してください。 

-接続している機器び動作していることを確認し 
て < ださい。 

•必要に応じて、再起動してください。_ 

正しく設定してください。 

接続している機器の設定を変更してください。 

接続している機器に保をされているフォルタ'一を 
確認してください。_ 

接続している機器に保をされているファイルを確 
認してください。_ 

しばらく待ってから再度ホームメディアギャラ 
U —を表示してください。_ 

接続している機器に、本機びデバイスとして認証 
(許可）されていないとアクセスでさません。接 
続している機器の設定を確認してください。_ 

接続している機器に保をされているファイルを確 
認してください。_ 

しばらく待ってから再度ホームメディアギャラ 
U —を表示してください。_ 

接続している機器の電源びオフになっているとさ 
は、ネットワーク上の別の機器に接続します。特 
定の機器のファイルを再生したいとさは、機器び 
起動していることを確認してから、ホームメディ 
アギャラ U —で機器を選んでください。 


準備 
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故障かな？と思った s 



•ファイルを再生でさない。 
•ファイルび表示されない。 


• 映像/音声び自動で停止する。 
参映像/音声び乱れる。 


•接続している機器によって、ホー 
ムメディアギャラ IJ 一の表示び異 
なる。 

参ホームメディアギャラ U —に表示 
されている機器を操作でさない。 


参ネットワークダウン□ー ドを開始 
したとさテレビ画面に「サーバー 
_に接続でさません」と表示された。 

• ネットワークダウン□ー ド中本体 
表示窓に 「WRT FAILED 」 と表 
示された。 


ここを確認してください 


正しく接続されていますか。 


接続している機器び正しく動作していますか。 


本機で再生でさるファイルですか。 


サイズ （ データ容量）の大さいファイルではあり 
ませんか。 


ファイル数び多すざませんか。 


正しく接続されていますか。 


接続している機器び正しく動作していますか。 


無線 LAN で接続していませんか。 


本機で再生でさるファイルですか。 


接続している機器びファイルの共用を許可してい 
ますか。_ 

接続している機器のフォルダーび削除、または損 
傷していませんか。_ 

ファイル数び多すざませんか。 


ネットワークケーブルび正しく接続されています 
か。 


タオ応のしかた 


ケーつ ')レび正しく接続されているか確認してくだ 
さぃ。 

接続している機器のネットワークの設定などを確 
認してください。必要に応じて再起動してくださ 
い。_ 

-本機で再生でさるファイルか確認してください。 

•- 8ぺージ 

-フォルダーび壊れていないか確認してください。 

- DLNA サーバー上の DRM で保護されている 
ファイルは再生でさません（ホームメディアギヤ 
ラ U —に表示されたとさ、 DRM で保護されて 
いて再生できないファイルには A び付いてい 
ます ）。 Windows Media Connect ( または同 
じ機能び組み込まれている Windows Media 
Player 1 1) びインス I -ールされているパソコ 
ン上のファイルは再生でさます。 

-本機で再生でさる拡張テの付いているファイル 
でを再生でさない、または表示でさないことび 
_あります。_ 

サイズ （ データ容量）の大さいファイルは表示さ 
れるまでに時間びかかります。表示されるまでし 
ばらくお待ちください。_ 

ファイル数び多いと再生でさない、または表示で 
きないことびあります。_ 

-ケーブルび正しく接続されているか確認してく 
ださい。 

-接続しているケーブルの種類を確認してくださ 
い。 

接続している機器のネットワークの設定などを確 
認してください。必要に応じて再起動してくださ 
い。_ 

無線 LAN の処理速度（ビットレート）び十分か 
確認してください。_ 

. 本機で再生でさるファイルか確認してください。 

,8ぺージ 

-フォルダーび壊れていないか確認してください。 

-本機で再生でさる拡張テの付いているファイル 
でち再生でさない、または表示でさないことび 
_あります。_ 

接続している機器によって異なることびありま 
す。これは故障ではありません。 


接続している機器の設定を変更してください。 


接続している機器に保をされているフォルダーを 
確認してください。_ 

-ファイル数び多いと操作でさないことびありま 
す。 

-ファイル数び多いと読み込みに時間びかかるこ 
_とびあります。_ 

ヴーノ く一の接続に失敗したとさに表示されます。 
ネットワークケーブルを正しく接続してから再度 
操作してください。_ 

ダウン□ー ドび失敗したときに表示されます。故 
障している可能性びありますので弊社「カスタ 
マーヴポートセンター」にお問い合わせください。 

•- 78ぺージ 
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その他 


こんなとさは 1 

1 ここを確認して<ださい 1 

1 巧応のしかた 1 

•電源び自動でオフになる。 

•[才ートノくワーオフ ] び[オン]に設定されてい 
ませんか。 

- [ HDMI コント□ール]び [ オン]に設定されて 
いませんか。 

-[オートパワーオフ]び[オン]に設定されてい 
るとさは、30分！;(上何も操作しないと電源び 
自動でオフになります。45ページ 
-接続しているテレビの電源をオフにすると連動 
して本機の電源びオフになることびあります。 
テレビと連動して本機の電源をオフにしたくな 
いときは [ HDMI コント□-ル]を[オフ]に設 ' 
定してください。45ページ 

参電源び自動でオンになる。 

[ HDMI コント□ール]び [ オン]に設定されてい 
ませんか。 

接続しているテレビの電源をオンにすると連動し 
て本機の電源びオンになることびあります。テレ 
ビと連動して本機の電源をオンにしたくないとさ 
は [ HDMI コント□-ル]を[オフ]に設定してく 
ださい。45ページ 

参接続しているテレビや AV アンプ 
などの入力び自動で切り換わる。 

[ HDMI コント□ール]び [ オン]に設定されてい 
ませんか。 

本機び再生を開始したり設定画面 （ ディスクナビ 
ゲーターなど）を表示すると接続しているテレビ 
や AV アンプの入力び自動で本機に切り換わるこ 
とびあります。テレビや AV アンプの入力を自動 
で切り換えたくないとさは [ HDMI コント□ール] 

を[オフ]に設定してください。45ページ 

参 IJ モコンで操作でさない。 

本体背面部のコント□ール入力端テに AV アンプ 
などを接続していませんか。 

コント□ール入力端テに接続している機器の U モ 
コンで本機を操作してください。 I 


本体から離れた場所で操作していませんか。 

U モコン受光部との距離び7 m の範囲で操作し 
て < ださい。 


電池びな<なっていませんか。 

電池を交換してください。'巨ページ 

参設定した内容び消えてしまった。 

-本機の電源びオンのとさ強制的に電源コードを巧 
いていませんか。 

-停電び起さていませんか。 

本機の電源びオンのとさ強制的に電源コードを抜 
く、または停電などび起さると、設定した内容び1 
消えてしまうことびあります。電源コードは、必 
ず本体前面部の6 STANDBY/ON ポタン、また 
は U モコンの6電源ボタンを押して、本体表示 
窓の 「 P 日 WER 日 FF 」 び消えてから抜いてくだ 
さい。特に他機器の AC アウトレットに電源コー 
ドを接続しているとさはごを意ください。接続し 
ている機器の電源と連動して本機の電源びオフに1 
なります。電源コードは、なるべく壁などのコン 
セントに接続することをお勧めします。 

•ディスクをセットしたあと、「読 
込み中」と表示されたまま再生び 
始まらない。 

ディスクに記録されているファイル数び多すざま 
せんか。 

ファイルび記録されているディスクをセットした 
とさ、記録されているファイル数によっては読込 
みに数分から数十分かかることびあります。 

•目 D と DVD の八イブ IJ ッドディ 
スクの DVD 層び再生でさない。 

[八イブ U ツトディスク再生層設定]び正しく設 
定されていますか。 

[八イブ IJ ットディスク再生層設定]を [ DVD ] に 
設定してください。4已ページ 

•目 D と CD の八イブ IJ ットディス 
クの CD 層び再生でさない。 

[八イブ U ツトディスク再生層設定]び正しく設 
定されていますか。 

[八イブ U ットディスク再生層設定]をに D ] に設 
定してください。,4已ページ 

•[八イブ IJ ットディスク再生層設 
定]を [ DVD ] に設定していると 
さに目 D と CD の八イブ IJ ッド 
ディスクを再生すると目 D 層び再 
生される。 

[ノ V イブ IJ ツトディスク再生層設定]で設定した 
再生層びディスクに記録されていますか。 

再生する八イブ U ッドディスクに[八イブ U ット 
ディスク再生層設定]で設定した再生層びないと 
さは、巳 D 層び再生されます。 

•[八イブ IJ ットディスク再生層設 
定]の設定を変更でさない（グレー 
表示されている）。 

ディスクテーブルにディスクびセツトされていま 
せんか。 

ディスクびセットされているとさは[八イブ U ッ 
トディスク再生層設定]の設定は変更でさません。 
ディスクを取り出してから設定を変更してくださ 
い。 

•ファイル名などに「■」び表示さ 
れる。 

ファイル名などに使われている文字は本機で表示 
でさる文字ですか。 

本機で正しく表示させるには英数字で名前を付け 
て < ださい。 
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その他 


言語コード表、国/地域コー 


ド表 


言語コード表 


言語名（言語コード），入カコード 


Japanese (ja), 1001 

Estonian (et), 0520 

Lithuanian (It), 1220 

Albanian (sq), 1917 

English (en), 0514 

Basque (eu), 0521 

Latvian (Iv)，1222 

Serbian (sr), 1918 

French (fr), 0618 

Persian (fa), 0601 

Malagasy (mg), 1307 

Sswati (ss), 1919 

German (de), 0405 

Finnish (fi), 0609 

Maori (mi), 1309 

Sesotho (st), 1920 

Italian (it), 0920 

Fiji ( の ，0610 

Macedonian (mk)，1311 

Sundanese (su), 1921 

Spanish (es), 0519 

Faroes© (fo), 0615 

Malayalam (ml), 1312 

Swahili (sw), 1923 

Chinese (zh), 2608 

Frisian (fy), 0625 

Mongolian (mn), 1314 

Tamil ( ね )，2001 

Dutch (nl), 1412 

Irish (ga), 0701 

Moldavian (mo), 1315 

Telugu (te), 2005 

Portuguese (pt), 1620 

Scots-Gaelic (gd), 0704 

Marathi (mr), 1318 

Tajik (tg)，2007 

Swedish (sv), 1922 

Galician (gl)，0712 

Malay (ms), 1319 

Thai (th), 2008 

Russian (ru), 1821 

Guarani (gn), 0714 

Maltese (mt), 1320 

Tigrinya (ti), 2009 

Korean (ko), 1115 

Gujarati (gu), 0721 

Burmese (my), 1325 

Turkmen (tk), 2011 

Greek (el), 0512 

Hausa (ha), 0801 

Nauru (na), 1401 

Tagalog (tl), 2012 

Afar (aa), 0101 

Hindi (hi), 0809 

Nepali (ne), 1405 

Setswana (tn), 2014 

Abkhazian (ab), 0102 

Croatian (hr), 0818 

Norwegian (no), 1415 

Tonga (to), 2015 

Afrikaans (af), 0106 

Hungarian (hu), 0821 

Occitan (oc), 1503 

Turkish (tr), 2018 

Amharic (am), 0113 

Armenian (hy), 0825 

Oromo (om), 1513 

Tsonga (ts), 2019 

Arabic (ar), 0118 

Interlingua (ia), 0901 

Oriya (or), 1518 

Tatar (tt), 2020 

Assamese (as), 0119 

Interlingue (ie), 0905 

Panjabi (pa), 1601 

Twi (tw), 2023 

Aymara (ay), 0125 

Inupiak (ik), 0911 

Polish (pi), 1612 

Ukrainian (uk), 2111 

Azerbaijani (az), 0126 

Indonesian (in), 0914 

Pashto, Pushto (ps), 1619 

Urdu (ur), 2118 

Bashkir (ba), 0201 

Icelandic (is), 0919 

Quechua (qu), 1721 

Uzbek (uz), 2126 

Byelorussian (be), 0205 

Hebrew (iw), 0923 

Rhaeto-Romance (rm), 1813 

Vietnamese (vi), 2209 

Bulgarian (bg), 0207 

Yiddish (ji), 1009 

Kirundi (rn), 1814 

Volapuk (vo), 2215 

Bihari (bh), 0208 

Javanese (jw), 1023 

Romanian ( の )， 1815 

Wolof (wo), 2315 

Bislama (bi), 0209 

Georgian (ka)， 1101 

Kinyarwanda (rw), 1823 

Xhosa (xh), 2408 

Bengali (bn), 0214 

Kazakh (kk), 1111 

Sanskrit (sa), 1901 

Yoruba (yo), 2515 

Tibetan (bo), 0215 

Greenlandic (kl), 1112 

Sindhi (sd), 1904 

Zulu (zu), 2621 

Breton (br), 0218 

Cambodian (km), 1113 

Sangho (sg), 1907 


Catalan (ca), 0301 

Kannada (kn), 1114 

Serbo-Croatian (sh), 1908 


Corsican (co), 0315 

Kashmiri (ks), 1119 

Sinhalese (si), 1909 


Czech (cs), 0319 

Kurdish (ku), 1121 

Slovak (sk)，1911 


Welsh (cy), 0325 

Kirghiz (ky)，1125 

Slovenian (si), 1912 


Danish (da), 0401 

Latin (la), 1201 

Samoan (sm), 1913 


Bhutan! (dz)，0426 

Ungala (In), 1214 

Shona (sn), 1914 


Esperanto (eo), 0515 

Laothian (lo), 1215 

Somali (so), 1915 



国/地域コード表 


国/地域名，入カコード，国/地域コード 


アメ IJ 力， 2119，us 
アルゼンチン， 0118, ar 

イギ U ス， 070 2，gb 

イタ U ア， 0920, け 
インド， 0914, in 
インドネシア， 0904, id 
才ーストラ IJ ア， 012 1，au 
才ースト U ア， 0120, at 
オランダ， 1412, nl 


カナタ， 0301, ca 
韓国， 1118, kr 
シンガポール， 1907, sg 
スイス， 0308, ch 
スウェーデン， 1905, se 
スペイン， 0519, es 
タイ， 2008, th 
台湾， 2023, tw 
中国， 0314, cn 


チ U ，〇 312, cl 
デンマーク， 041 1，dk 
ドイツ， 0405, de 
日本， 1016, jp 
ニユージーランド， 1426, nz 
ノルウ王一， 1415, no 
パキスタン， 1611, pk 
フイ IJ ピン， 1608，ph 
フィンランド， 0609, fi 


ブラジル， 0218, br 
フランス， 0618, fr 
ベル半一， 0205, be 
ポルトガル， 1620, pt 
香港， 081 1，hk 
7 レーシア， 1325, my 
メキシコ， 1324, mx 
□ シア， 1821, ru 
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おもな仕様 



型番 

己 DP - LX 80 

型名 

ブルーレイディスクプレーヤー 

定格電圧 

AC 100 V 

定格周波数 

50 Hz /60 Hz 

消費電力 

35 W 

待機時消費電力 

0.5 W 

本体質量 

6.6 kg 

外形寸法（突起部含む） 

420 mm ( 幅 ） x 103 mm ( 高さ ） x 353 mm ( 奥行） 

許容動作温度 

+ 己で〜 +3 己で 

許容動作湿度 

己日/〇〜8己％ ( 結露のないこと） 

出 

力 

端 

テ 

映像出力 映像 

] 系統、ピンジャック： 1 .日 Vp-|d(7 己 0) 

S 映像 

1系統、4ピンミニ DIN : 

Y (輝度）= 1 .0 Vp - p (75 Q ) 

C (色）= 0.286 Vp - p (7 己0 ) 

コンポーネント映像 

1 系統、ピンジャック： 

Y (輝度）= 1 .0 Vp - p (75 n ) 

Cb/Pb 、 Cr/Pr (色差）=日.7 Vp - p (75 Q ) 

HDMI 

1系統、] 9ピン 

音声出力 2 ch (ステレオ） 

チャンネル数： 2、ピンジャック 

己. Ich (マルチチヤンネル： 
フ□ント左/ち、サラウンド 
左/ち、センター、サブウー 
ファー) 

チャンネル数： 6、ピンジャック 

音声出カレベル 

200 mVrms (1 kHz 、-20 d 己） 

周波数特性 

4 Hz 〜22 kHz 

S / N 比 

] 1 己服 

ダイナミックレンジ 

108 dB 

全高調波歪率 

0.0015 % 

ワウ.フラッ ター 

測定限巧下（+ 日.□日] 〇/〇 W . PEAK )( JAITA ) 

デジタル音声出力 光 

1 系統、角型光ジャック 

同軸 

1 系統、ピンジャック 

旧 入力 

1 系統、ミニジャック 

コント□ール 入力 

1 系統、ミニジャック 

LAN ( IOO ) 

1系統、1 00 BASE-TX 
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. 本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更することびあります。 

. 本機では、画面表示に NEC のフオント 「 FontAvenue 」 を使用しています。 FontAvenue は NEC の登録商標です。 
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使用上のご注意 


本機を移動ずる場台のご注意 

本機を移動する場合は、必ずディスクを取り出しディスク 
テーブルを閉じてください。さらに本体の6 STANDBY / 
日 N ボタン （または U モコンの6 電源ボタン） を押し、表示 
窓の 「POWER OFF 」 表示び消えてから電源コードを抜いて 
ください。ディスクを内部に入れたまま移動すると、故障の 
原因となります。 


設置ずる場所 

組み合わせて使用するテレビやステレオシステムの近くの 
安定した場所を選んで < ださい。 

テレビやカラーモニターの上に本機を設置しないでくださ 
し、カセットデッキなど、磁気の影響を受けやすい機器と 
は離して設置してください。 


次のような場所は避けてください 

-直射日光のあたる所 
-湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
-振動のある所 
-ホコ U の多い所 

-油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など） 


上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 


懼気孔をふさびない。！ 

毛足の長い敷物やベッド、ソファーの上などで使用したり、 
本機を巧などでくるんで使用しないでください。放熱を妨げ、 
故障の原因となります。 


熱を受けないように 

本機をアンプなど、熱を発生する機器の上にのせないでくだ 
さい。ラックに入れる場合はアンプや他のオーディオ機器か 
ら出る熱を避けるため、アンプよりでさるだけ下の棚に入れ 
て < ださい。 


本機を使わないときは電源を切る 


テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたままテレ 
ビをつけると画面にしま模様び出る場合びありますび、本機 
やテレビの故障ではありません。このような場合は本機の電 
源を切ってください。ラジオの音声の場合ち同様にノイズび 
入ることびあります。 


結露について 


冬期などに本機を寒いところから暖かい室内に持ち込んだ 
り、本機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりす 
ると、内部（動作部やレンズ）に水滴び付さます（結露）。結 
露したままでは本機は正常に動作せず、再生びでさません。 
結露の状態にちよりますび、本機の電源を入れて ] 〜2時 
間放置し、本機の温度を室温に保てば水滴び消え、再生でさ 
るようになります。 

夏でもエアコンなどの風び、本機に直接あたると結露び起こ 
ることびあります。その場合は本機の設置場所を変えてくだ 
さい。 


製品のお手入れについて 


本体は通常、柔らかい巧でからおさしてください。巧れび 
ひどい場合は水で已〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい 
巧を浸してよく絞り、汚れをおさ取ったあと乾いた巧で拭 
いて < ださい。 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着する 
と印刷、塗装などびはげることびありますのでごを意くだ 
さい。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせること 
ち、キャビネットを傷めますので避けてください。 

化学ぞうさんなどをお使いの場合は、化学ぞうさんなどに 
添付のを意事項をよ < お読み < ださい。 

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いて<だ 
さい。 


ガラスドア付きラックに入れたときのごを意 

ガラスドアを閉めたまま、 U モコンの A 開/閱ボタンを押し 
て、ディスクテーブルを開けないでください。ディスクテー 
ブルの動さび妨げられると、故障の原因になります。 


レンズのクリーニングについて 


レンズにゴ S やホコ U びたまると、音飛びしたり画像び乱れ 
たりすることびあります。このような場合は、「保証とアフ 
ターサービス」^巨已ページをお読みのうえ、清掃をご依頼 
ください。市販されているク U —ニングディスクを使用する 
とレンズを破損する恐れびありますので、ご使用にならない 
で < ださい。 
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使用上のごを 意 


ディスクの取り扱いについて 

I 保管 I 

-必ずケースに入れ、高温多湿の場所や直射曰光の当たる場 
所、極端に温度の低い場所を避けて垂直に保管して<ださ 
い。 

-ディスクに付いているを意書は必ずお読みください。 


特殊なおのディスクについて 


ディスクのお手入れ 


ディスクに指紋やホコ U び付いたとさは、再生びでさなく 
なることびあります。このようなとさは、ク U —ニングク 
□スなどで内周から外周方向へ軽く拭いてください。その 
とさ、汚れたク U —ニングク□スは使用しないでください。 



ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬品は使用しないでく 
ださい。また、レコードスプレー•帯電防止剤などは使用 
でさません。 

汚れびひどいとさは、柔らかい巧を水に浸してよく絞って 
から汚れをおさ取り、そのあと乾いた巧で水気をおさ取っ 
て < ださい。 

損傷のあるディスク（ひびやそりのあるディスク）は使用 
しないで < ださい。 

ディスクの信号面に傷や巧れをつけないで<ださい。 
ディスクを2枚重ねて再生しないでください。 

ディスクに紙やシールなどを貼り付けないでください。 
ディスクにそりび発生し、再生でさなくなる恐れびありま 
す。また、レンタルディスクはラベルび貼ってある場合び 
多く、のりなどびはみ出している恐れびありますので、の 
りなどのはみ出しびないことを確認してからご使用くださ 
し、 



本機では、特殊な形のディスク（八ート型や六角形等）は再 
生でさません。故障の原因になりますので、そのよ5なデイ 
スクはご使用にならないでください。 



ディスクの結露について 


冬期などにディスクを寒いところから暖かい室内に持ち込ん 
だとさ、ディスクの表面に水滴び付くことびあります （ 結露）。 
ディスクび結露していると正常に再生でさないことびありま 
すので、ディスクの表面の水滴をよくおさ取ってから使用し 
て < ださい。 
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用語の解説 


■ アスペクト比 

テレビ画面の横と縦の比率です。従来サイズのテレビの比率は 
4 : 3です。八イビジョンテレビ、またはワイドテレビの比率は 
16 : 9です。臨場感あふれる映像び楽しめます。 

■ イーサネット （ Ethernet ) 

同じ場所にある複数のパソコンなどを接続して□一カルエ U ア 
ネットワーク ( LAN ) を構築するときに使われる規格です。現 
在は、]00目 ASE - TX と呼ばれるち式び最も普及しています 
(10 BASE - T と呼ばれる方式もあります）。通常は LAN ケーブ 
ルと八ブを使って複数のパソコンを接続します。 

■ インタラクティブオーディオ 

目 D - R 日 M のタイトルに収録されている音声です。たとえば、メ 
ニュー画面を操作しているとさのク U ック音などのことです。 

■ インターレーススキヤン（飛び越し走査） 

映像の]画面を半分ずつ2回に分けて描さます。最初に奇数番 
目の走査線を描さ、次に偶数番目の走査線を描いて ] 画面（フ 
レーム）を表示します。従来のテレビの走査ち式として採用され 
ています。本機の取扱説明書では解像度の数字の後ろに 「 i 」 を 
付けて (480 i など）表記してあります。 

■ 映像出力（コンポジット） 

輝度信号 （ Y ) と色信号 （ C ) を混合して]本のコードで伝送でさ 
るようにした信号を出力する端テです。 

■ コンポーネント映像出力 

Y 、 PB、PR の3つの信号からなり、コンポーネント入力付さの 
テレビと接続することにより、よりされいな映像び得られる映像 
出力です。 

■ ヴブネットマスク 

IP アドレスの何ビット分をネットワークグループの識別のため 
に使うかを定義する32ビットの数値です。「2已已 .2 已已 .2 已已.日」 
のように表示されます。 

■ 視聴制限 

暴カシーンなどを含む DVD ビデオの中には、視聴制限のレベル 
(大小）び設けられたものびあります。ディスクのレベルよりも 
ルさいレベルに本機の視聴制限レベルを設定すると、暗証番号を 
入力しない限り再生びでさな<なります。 

■ ダイナ S ックレンジ 

ダイナミックレンジとは、ディスクに記録されている音声レベル 
の最大値と最小値の差異のことです。ダイナミックレンジは、デ 
シベル ( dB ) 単位で測定されます。 

ダイナミックレンジを圧縮する（オーディオ DRC ) と、最小の信 
号レベルび上びり、最大の信号レベルび下びります。これにより、 
破裂音のよラな強い音声信号び低減される一ち、人の声などの低 
しルベルの音声信号びはっきりと聞こえるようになります。 

■ デフオルトゲートウェイ 

ネットワーク外（インターネットなど）の機器にアクセスすると 
さ「出入り口」になるルータなどの機器です。 


■ ドルビーデジタル Plus 

ドルビーデジタル Plus は、高精細映像放送番組やパッケージメ 
ディア向けに開発された次世代音声技術です。ブルーレイディス 
クのオプション音声として採用されたこの技術は、将来の放送の 
要求を満たす高い効率性と、さたるベさ高精細映像時代に求めら 
れる音声の可能性を実現するための機能と柔軟性を結合させたち 
のです。 

音声出力については、ディスク U —トチャンネル出力によるマル 
チチャンネルヴウンド出力を行い、従来を越える音質で最大 7. 1 
チャンネル*出力します。また、従来のドルビーデジタルデコー 
ダーでは通常のドルビーデジタル信号として出力するため、完全 
互換性を持っています（この際、処理遅延や音質劣化はありませ 
ん)。 

最大目 Mbps のビットレート性能で、ブルーレイディスクでは] .7 
Mbps び最大規格となります。 

ケーブル]本で高精細映像.音声のデジタル接続を可能にする 
HDMI (ノくージョン1 .3) でヴポートされています。 

* ドルビーデジタル Plus は、8チャンネル！;(上のチャンネル数 
をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクでは、最大音 
声チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

■ ドルビー TrueHD 

ドルビー TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開発され 
た□スレス符号イヒ技術です。ブルーレイディスクのオプション音 
声として採用されたこの技術は、]ビット精度で復元可能な記録， 
再生を実現し、次世代高精細光ディスクの要である高精細画像を 
完全なちのにします。高精細映像と組み合わせることで、ドルビー 
TrueHD は高精細映像と最高品位のヴウンドで、かつてないホー 
ムシアター体験を実現します。 

最大] 8 Mbps のビットレートで、24 bit /96 kHz 、 最大8 
チャンネル*の独立チャンネ>1レを記録することび可能です。また、 
ドルビー TrueHD はダイア□グノーマライゼーションやダイナ 
ミックレンジコント□ールに対応しています。ダイア□グノーマ 
ライゼーションは、再生中に他のドルビーデジタル、ドルビー 
TrueHD プ□グラムに移行する際も同一のボ U ユームレべルを 
維持することび可能で、ダイナミックレンジコント□ールでは音 
量を下げてち収録された音源の細部まで聞さとることび可能な （ 
音源の細部を聞<ために大音量にする必要びない）音声再生の力 
スタマイズです。 

ケーブル]本で高精細映像.音声のデジタル接続を可能にする 
HDMI (ノくージョン1 .3) でヴポートされています。 

* ドルビー TrueHD は、8チャンネル上のチャンネル数をヴ 
ポートしていますび、現在ブルーレイディスクの規格では、最大 
音声チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

■ 光デジタル出力 

音声は通常、電気信号に変えて電線でプレーヤーからアンプなど 
の他の機器に伝達しますび、これをデジタル信号に変えて、光ファ 
イバーで伝達でさるようにしたちのび光デジタル出力です（アン 
プなど、受け取り側は光デジタル入力になります）。 


62 




■ プ□グレッシブスキャン（順次走査） 

映像の]画面を2回に分けずに]画面ずつ描さます。特に静止 
画の文字やグラフィックス、横線などの多い画像で、チラツキを 
抑えた美しい画像びご覧になれます。本機の取扱説明書では、解 
像度の数宇の後ろに 「 P 」 を付けて （480 P など）表記してあり 
ます。 

■ マルチアングル 

BD - ROM / DVD ビデオには、同時に複数のカメラで撮影した映 
像び記録されているものびあります。 BD - ROM / DVD ビデオで 
はアングルを最大9つまで記録することびでさます。 

■ マルチ音声言語 

一枚に複数の音声を持っている BD - ROM / DVD ビデオびありま 
す。目 D - ROM は最大32言語 （32 スト1」ーム）、 DVD ビデオ 
は最大8言語 （8 スト U —ム）まで記録でさます。記録されてい 
る言語からお好さな言語を選んで楽しめる機能です。 

■ マルチ字幕 （ サブタイトル）言語 

映画などでおなじみの字幕の言語です。目 D - ROM は最大2已已 
力国語、 DVD ビデオは最大32力国語まで記録でさます。記録 
されている言語からお好さな言語を選んで楽しめる機能です。 

■ リージョンナンバー（地域番号） 

ブルーレイディスクプレーヤーと目 D / DVD には、発売地域ごと 
に U —ジョンナンノく一び設けられています。再生するディスクに 
記載されている番号にプレーヤーの地域番号び含まれていない場 
合は再生でさません。本機の U —ジョンナンバーは下記のとおり 
です （ 本体背面部に表記されています）。 

BD : A(A を含む ）、 ALL 
DVD : 2(2 を含む ）、 ALL 

■ BD-J 

目 D - R 日 M では、 」 ava アプ IJ ケーションを利用することにより、 
ゲームなどを含むよりインタラクティブ性の高いタイトルを制作 
することびでさます。 



Java 

POWERED 


Java およびすベての」 ava 関連の商標および □ 3は、米国およ 
びその他における米国 Sun Microsystems , Inc . の商標または 
登録商標です。 

esmert 巨 C 

© 2006-2007 Esmertec AG 

Esmertec と 」 bed は Esmertec AG の商標または登録商標で 
す。 

■ BDAV 

書き込み式のブルーレイディスク （ BD - R 、 または目 D - RE など） 
で利用されているアプ IJ ケーシヨンフオーマツトの一種です。 
DVD 規格の VR モードに相当します。 




■ BDMV 

ブルーレイディスク規格の一つ（巳 D - R 0 M 用のアプ U ケーシヨ 
ン規格）です。 DVD 規格のビデオモードに相当します。 

■ DHCP 

Dynamic Host Confi 呂 uration Protocol の旧各です。ネットワー 
クに関する設定 （ IP アドレスの取得など）を自動で行う機能です。 

■ DLNA 

Digital Livin 呂 Network Allaiance (デジタル- U ビング-ネッ 
ト ワーク. アライアンス）の略です。□一カルエ U アネットワ ー 
ク ( LAN ) 上で接続したメーカーの異なるパソコンやデジタル家 
電の動画、音楽、または画像データなどを相互で視聴でさるよう 
にするためのデータの圧縮ち式や転送ち式の標準化を進めてい 
る団体の名称です。本機は DLNA Home Networked Device 
Interoperability Guidelines vl .0 に準じています。 

■ DRM 

デジタルデータの著作権を保護する技術です。デジタル化された 
動画、音楽、または画像などの品質は、複製や送受信の繰り返し 
によって劣化しません。このよラなデジタルデータを著作をの許 
諾なしで流通や再生することを制限するための技術です。 

■ HDCP ( High-bandwidth Digital Content 
Protection ) 

デジタル画像信号を暗号化する著作権保護技術の一つです。 

■ HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) 

パソコンのディスプレイなどで使用されている DVKDigital 
Video Interface ) 端テを拡張した、次世代テレビ向けのデジタ 
ルインターフェイス規格です。圧縮されていないデジタル映像、 
および音声（ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタル Plus 、 ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 MPEG 、 または IJ ニア PCM ) を]つのコ 
ネクターで伝送でさます。 

■ IP アドレス 

インターネットなどの IP (インターネットプ □ トコル）ネット 
ワークに接続されたパソコンに割り振られた識別番号です。通常 
は「] 92.1 目 8. 13日.1日目」のように、日から2已已までの数宇 
を4つ並べて表示します。 

■ LAN 

Local Area Network の略です。同じ建物の中にあるパソコ 
ンやプ U ンターなどを専用ケーブルで接続してデータを送受信 
するネットワークです。最ち普及している規格はイーヴネッ 
卜 （ Ethernet ) 規格で、通信速度び] 0 Mbps 、 最大伝送距離び 
] 日〇 m の]日巳 ASE - T やその]日倍の通信速度を実現でさる 
1 00 BASE - TX び主流です。 

■ MAC アドレス 

イーヴネットカードに付与される固有の ID 番号です。これを 
元にカード間でデータび送受信されます 。 lEEEdnstitute of 
Electrical and Electronic En 呂 ineers = 電気電子学会）び害 U 
り当てる番号と各メーカーび独自に割り当てる番号の組み合わせ 
によって表示されます。 

■ MPEG (Moving Picture Experts Group ) 

エムペグと読みます。これは動画音声圧縮ち法の国際標準です。 
巳 D / DVD の映像は、このち式で記録されています。目 D/DVD 
の中には、このち式でデジタル音声を圧縮して記録しているもの 
ちあります。 
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■ s 映像出力 

輝度信号 （ Y ) と色信号 （ C ) を分離して]本のコードで伝送でさ 
るようにした信号を出力する端テです。映像出力（コンポジット） 
よりをされいな映像び得られます。 

S 1 とは、映像のアスペクト比（4:3、 16:9) の識別信号の入つ 
た S 映像信号です。 S 2 とは、 S ] に加えて4:3レターボックス 
も識別でさるよラにした S 映像信号です。 S 1/ S 2 対応のワイド 
テレビでは、適切な映像モードに自動で切り換わります。 

■ Windows Media DRM 

Windows Media デジタル著作権管理 （ DRM ) は、パソコン、 
デジタルオーディオプレーヤー、またはネットワーク機器など 
で再生するファイルを保護して、安全に配信でさる技術です。 
WMDRM で保護されているファイルは WMDRM に対応してい 
る機器でのみ再生でさます。 

■ Windows Media Player 11 / 

Windows Media Connect 

Windows Media Connect はパソコンに保をされている動画、 
音楽、画像ファイルをネットワーク上で共有するソフトウェアで 
す。また 、 Windows Media Player 11には同じ機能び組み込 
まれています。 

現在 、 Windows Media Connect はマイク□ソフト社のウェ 
ブヴイトでダウン□ー ドできませんので 、 Windows Media 
Connect びお使いの機器にインストールされていないとき 
は、マイク□ソフトのウェブサイトからダウン□ー ドでさる 
Windows Media Playerl 1 for Windows XP をインストール 
してください。詳しくは、マイク□ソフトのウェブサイトをご覽 
<ださい。 


64 




戸 


その他 


保 IE と アフターサービス 


保証書（別添） 


保証書は必ず「お買い上げ店名-お買い上げ曰」などの記入 
を確かめて販売店から受け取り、内容をよく読んで大切に保 
存してください。 


保証期間は購入曰から]年間です。 


「使用上のごを意」をよくお読みのラえ、正しくご使用になるこ 
とをお勧めいたします。'巨0ページ 


補修用性能部品の保有期間 


当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 


修理に関ずるご質問、ご相談 


お買い求めの販売店へご依頼<ださい。また、転居されたり 
ご贈答品などでお買い求めの販売店に修理のご依頼びでさな 
い場合は、修理についてのご相談窓□にご相談ください。' 

78ぺージ 


連絡していただきたい内容 


ご住所：「付近の目印もあわせてお知らせください」 

お名前 
お電話番号 

製品名：ブルーレイディスクプレーヤー 
型番： BDP - LX 80 
お買い求め曰 

故障または異常の内容：「できるだけ具体的に」「ディスク 
のタイトルなど」 

訪問ご希望曰 

ご自宅までの道順と目標（建物、公園など） 


保証期間中は 


修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書に記 
載されている当社保証規定に基づさ修理いたします。 


保証期間が過ぎているときは 

保証期間経過後の修理については販売店にご相談ください。 
メーカーは販売店からの注文により補修用性能部品を販売店 
に供給します。 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望によりち料で 
修理いたします。 


修理を依頼されるとき 


52〜57ぺージ に従って調べていただき、なお異常のある 
とさは、ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お 
買い求めの販売店にご連絡ください。 



長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずずめいたしまず。 
こんな症状はありませんか？ 

• 電源コードや電源プラグび異常に熱<なる。 

• 電源コードにさけめやひび割れびある。 

• 電源び入ったり切れたりする。 

♦本体から異常な音、熱、臭いびする。 




故障や事故防止のため、ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5抜き、「保証とアフターヴー 
ビス」（上記）をお読みのうえ、修理受付センター （^78 ぺージ）に点検をご依頼ください。 
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ライセンス 


ここでは、本機に使われているソフトウエアの利用許諾（ライセンス）について記載 
しています。正確な内容を保持するため、原夕（英語）を記載しています。 


MPEG4IP 

This software is based in part on Mozilla Public License 1.1 see http://www.mozilla.org/MPL/ for information. 

OpenSSL 

OpenSSL License 

Copyright © 1998-2004 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product includes 
software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)". 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior 
written permission. For written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written permission of 
the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)". 

ThHS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS に " AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF ThHS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim Hudson (tjh@ 
cryptsoft.com). 

Original SS し eay License 

Copyright © 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to. The following conditions apply to 
all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation included with this 
distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed. If this package is used in a product, Eric 
Young should be given attribution as the author of the parts of the library used. This can be in the form of a textual message at program startup or 
in documentation (online or textual) provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: "This product includes 
cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the routines from the library being used are not cryptographic related:-). 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement: "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply 
be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.] 
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Copyright © 1988-1997 Sam Leffler 
Copyright © 1991-1997 Silicon Graphics, Inc. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS-IS" AND WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS, IMPLIED OR OTHERWISE, INCLUDING WITHOUT 
LIMITATION, ANY WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO EVENT SHALL SAM LEFFLER 
OR SILICON GRAPHICS BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INCIDENTAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY KIND, OR 
ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER OR NOT ADV に ED OF THE POSSIBILITY 
OF DAMAGE，AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF TH に 
SOFTWARE. 


Howl 

Copyright © 2003, 2004 Porchdog Software All rights reserved. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE 
OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This software is based in part on Apple Public Source License or the 「 eceM's rights thereunder see http://developer.apple.com/ for information. 


UPNPLib/Intel Stack 

This software is based in part on Intel License see http://www.intel.com/ for information. 

JPEG image compression 

If only executable code is distributed, then the accompanying documentation must state that "this software is based in part on the work of the 
Independent JPEG Group". 

libpng 

COPYRIGHT NOTICE, D に CLAIMER, and LICENSE: 

If you modify libpng you may insert additional notices immediately following this sentence, libpng version 1.2.6, December 3, 2004, is Copyright © 
2004 Glenn Randers-Pehrson, and is distributed according to the same disclaimer and license as libpng-1.2.5 with the following individual added 
to the list of Contributing Authors 
Cosmin Truta 

libpng versions 1.0 .7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, are Copyright © 2000 -2002 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-1.0.6 with the following individuals added to the list of Contributing Authors 
Simon-Pierre Cadieux 
Eric S. Raymond 
Gilles Vollant 

and with the following additions to the disclaimer: 

There is no warranty against interference with your enjoyment of the library or against infringement. There is no warranty that our efforts or 
the library will fulfill any of your particular purposes or needs. This library is provided with all faults, and the entire risk of satisfactory quality, 
performance, accuracy, and effort is with the user. 

libpng versions 0.97, January 1998, through 1.0 .6，March 20, 2000, are Copyright © 1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-0.96, with the following individuals added to the list of Contributing Authors: 

Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Schaik 

libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96， May 1997, are Copyright © 1996， 1997 Andreas Dilger Distributed according to the same 
disclaimer and license as libpng-0.88, with the following individuals added to the list of Contributing Authors: 

John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 

libpng versions 0.5, May 1995, through 日 .88, January 1996, are Copyright © 1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 

For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is defined as the following set of individuals: 

Andreas Dilger 
Dave Martin dale 
Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 
Tim Wegner 
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The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing Authors and Group 42 ， Inc. disclaim all warranties, expressed or implied, 
including, without limitation, the warranties of merchantability and of fitness for any purpose. The Contributing Authors and Group 42, Inc. assume 
no liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may result from the use of the PNG Reference 
Library, even if advised of the possibility of such damage. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to the 
following restrictions: 

1. The origin of this source code must not be misrepresented. 

2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source. 

3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source or altered source distribution. 

The Contributing Authors and Group 42 ， Inc. specifically permit, without fee, and encourage the use of this source code as a component to 
supporting the PNG file format in commercial products. If you use this source code in a product, acknowledgment is not required but would be 
appreciated. 

A "png_ge し copyright" function is available, for convenient use in "about" boxes and the like: printf("%s",png_get_copyright(NULL)); Also, the PNG 
logo (in PNG format, of course) is supplied in the files "pngbar.png" and "pngbar.jpg (88x31)" and "pngnow.png" (98x31). 

Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open Source is a certification mark of the Open Source Initiative. 

Glenn Randers-Pehrson 
glennrp at users.sourceforge.net 
December 3, 2004 

IzlibI 

This software is based in part on zlib see http://www.zlib.net for information. 

Freely pe 

The FreeType Project is Copyright © 1996-2000 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg. All rights reserved except as specified 
below. 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED "AS に " WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED BY THE USE OR THE INABILITY TO USE, OF THE FREETYPE PROJECT. 

IGIFLIBI 

The GIFLIB distribution is Copyright © 1997 Eric S. Raymond 

THE SOFTWARE に PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYR に HT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

libhttp 

Copyright © 2000 -2004 Dag-Erling Smorgrav 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in this position and 
unchanged. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. The name of the author may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission. 
ThHS SOFTWARE に PROVIDED BY THE AUTHOR "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF ThHS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
The following copyright applies to the base64 code: 

Copyright 1997 Massachusetts Institute of Technology 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided 
that both the above copyright notice and this permission notice appear in all copies, that both the above copyright notice and this permission 
notice appear in all supporting documentation, and that the name of M.l.T. not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of 
the software without specific, written prior permission. M.l.T. makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is 
provided "as is" without express or implied warranty. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY M.l.T. "AS に ". M.l.T. DISCLAIMS ALL EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES WITH REGARD TO ThHS 
SOFTWARE, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. IN NO EVENT SHALL M.l.T. BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF ThHS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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Vera.ttfA/eraMono.ttf 

Copyright © 200 3 by Bitstream, Inc. All Rights Reserved. Bitstream Vera SansBitstreamVeraSans-RomanRelease 1.10 Copyright © 200 3 by 
Bitstream, Inc. All Rights Reserved. Bitstream Vera is a trademark of Bitstream, Inc. 

TinyLogin 

This software is Copyright 1988 -1994, Julianne Frances Haugh. All rights reserved. 

Shadow Utilities 

This software is Copyright 1988 -1994, Julianne Frances Haugh. All rights reserved. 

Bigelow & Holmes Inc and URW++ GmbH Luxi font license 

Luxi fonts 

Luxi fonts Copyright © 200 1 by Bigelow & Holmes Inc. Luxi font instruction code Copyright © 200 1 by URW++ GmbH. All Rights Reserved. Luxi 
is a regis-tered trademark of Bigelow & Holmes Inc. 

THE FONT SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED 
TO ANY WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF COPYRIGHT, PATENT, 
TRADEMARK, OR OTHER RIGHT. IN NO EVENT SHALL BIGELOW & HOLMES INC. OR URW++GMBH. BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, INCLUDING ANY GEN-ERAL, SPECIAL, INDIRECT, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERW に E，ARISING FROM，OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE FONT SOFTWARE OR FROM 
OTHER DEALINGS IN THE FONT SOFT-WARE. 


GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright © 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. ， 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public License is 
intended to guarantee your freedom to share and change free software - to make sure the software is free for all its users. This General Public 
License applies to most of the Free Software Foundation's software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free 
Software Foundation software is covered by the GNU Lesser General Public License instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that you have the 
freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive source code or can get it if you want it, that 
you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. These 
restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that you have. You 
must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal permission to copy, distribute 
and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for this free software. 
If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not the original, so that any 
problems introduced by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free program will 
individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any patent must be 
licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be distributed under 
the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a "work based on the Program" means 
either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim 
or with modifications and/or translated into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of running the 
Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on the Program (independent 
of having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously 
and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this 
License and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 

2. You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and copy and distribute 
such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program or any part thereof, 
to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this License. 
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c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for such interactive 
use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate copyright notice and a notice that there is no 
warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the program under these conditions, and telling the 
user how to view a copy of this License. (Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print such an announcement, 
your work based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Program, and can 
be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections 
when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the 
Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire 
whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you ： rather, the intent is to exercise the 
right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program (or with a work based on the Program) on a 
volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under the terms of 
Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software interchange ： or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more than your cost of physically 
performing source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative is allowed only 
for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the executable. However, as a special exception, the source code distributed need not include anything that 
is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on 
which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to 
copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not compelled to copy 
the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise to 
copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties 
who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify or distribute 
the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or 
distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license from the original 
licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on the 
recipients' exercise of the rights granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions 
are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you 
from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other 
pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended to apply 
and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such claims; 
this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is implemented by public license 
practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance on 
consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system 
and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 
copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, 
so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written 
in the body of this License. 
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9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. Such new versions will 
be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies to it and "any 
later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free 
Software Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may choose any version ever published by the 
Free Software Foundation. 

10.If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write to the author to ask 
for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make 
exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of 
promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11.BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED 
BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE 
THE PROGRAM "AS に " WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE FMSK AS TO THE QUALITY 
AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR RED に TR 旧 UTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE 
THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED 
BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR 
OTHER PARTY HAS BEEN ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to make it free 
software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively convey the 
exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License as published by the Free 
Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 
51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright © year name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, the commands 
you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu items - whatever suits your 
program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 
く signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program is a subroutine library, you 
may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want to do, use the GNU Lesser General 
Public License instead of this License. 
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GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright © 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 2， hence the 
version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public Licenses are 
intended to guarantee your freedom to share and change free software - to make sure the software is free for all its users. This license, the Lesser 
General Public License, applies to some specially designated software packages - typically libraries - of the Free Software Foundation and other 
authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public 
License is the better strategy to use in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that you 
have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or can get it if you 
want it; that you can change the software and use pieces of it in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these rights. These 
restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you. You 
must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must provide complete object files to 
the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these 
terms so they know their rights. We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is modified by someone 
else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author's reputation will not be 
affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company cannot effectively 
restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any patent license obtained for 
a version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU Lesser General 
Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We use this license for 
certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking a combined 
work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the entire combination fits its 
criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary General Public 
License. It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These disadvantages are 
the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special 
circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it becomes a de- 
facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free library does the same job 
as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General 
Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body of free 
software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole GNU operating 
system, as well as its variant, the GNU Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that is linked with 
the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference between a "work based 
on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter must be combined with the 
library in order to run. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder or other 
authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License"). Each licensee 
is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application programs (which use 
some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A "work based on the Library" 
means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a portion of it, either 
verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in 
the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, complete source code means all 
the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation and 
installation of the library. 
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Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of running a 
program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a work based on the 
Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true depends on what the Library does and what the 
program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices 
that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses the facility, 
other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, in the event an 
application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 
(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the application. 
Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by this function must be optional: if the application 
does not supply it, the square root function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and can 
be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections 
when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the 

Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, 

and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the 
right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) on a volume of 
a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the Library. To do this, 
you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, instead of to 
this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version 
instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all subsequent 
copies and derivative works made from that copy. This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program 
that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under the terms 
of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not compelled to copy the 
source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or linked with it, 
is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of 
this License. 

6. However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library (because it contains 
portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this License. Section 6 states terms 
for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may be a derivative 
work of the Library even though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the 
Library, or if the work is itself a library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

7. If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline functions 
(ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. (Executables 
containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. Any 
executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

8. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a work 
containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit modification of the work 
for the customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its use are covered by this 
License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copyright notices, you must include the copyright notice 
for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 
a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever changes were 
used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked with the Library, with 
the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, so that the user can modify the Library 
and then relink to produce a modified executable containing the modified Library. (It is understood that the user who changes the contents 
of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 
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b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time a copy of the 
library already present on the user's computer system, rather than copying library functions into the executable, and (2) will operate 
properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the modified version is interface-compatible with the version 
that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in Subsection 6a, above, 
for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the above specified 
materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for reproducing 
the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is normally distributed (in 
either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable 
runs, unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally accompany the 
operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable that you distribute. 

9. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library facilities not 
covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work based on the Library and 
of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library facilities. This must 
be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining where to find the 
accompanying uncombined form of the same work. 

10. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your rights under this License. 
However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such 
parties remain in full compliance. 

11. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify or distribute 
the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or distributing 
the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for 
copying, distributing or modifying the Library or works based on it. 

12. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license from the original 
licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on 
the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

13.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions 
are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you 
from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other 
pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty- 
free redistribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both 
it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such claims; 
this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is implemented by public license 
practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance on 
consistent application of that system; it is up to the author donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system 
and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

14.If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright 
holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that 
distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

15.The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time. Such new 
versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies to it and "any 
later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free 
Software Foundation. If the Library does not specify a license version number, you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation. 

16.If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, write to the 
author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation ： we 
sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free 
software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 
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NO WARRANTY 

17.BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED 
BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERW に E STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE 
THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE FMSK AS TO THE QUALITY 
AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

18.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR RED に TR 旧 UTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING 
ANY GENERA し SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY 
(INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD 
PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS 
BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free software that everyone 
can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary 
General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively convey 
the exclusion of warranty ： and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author 〉 

This library is free software ： you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU Lesser General Public License as published by the 
Free Software Foundation ： either version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY 
or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; if not, write to the Free Software Foundation, 

Inc. ， 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if necessary. 
Here is a sample ： alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 
That's all there is to it! 


Linux Source Notice 

本製品で使用しているソフトウェアプ □ グラムには、 Linux オペレーティングシステムび含まれています。 Linux は 、 GNU General Public License の条件にもと 
づいて利用び許諾されたソフトウェアを含んでいます。該当するソースコードの複製物は配布に必要な費用をご負担いただくことでご入手いただけます。 

複製物を入手するためには、弊社カスタマーヴポートセンターにお問い合わせください。 

また 、 GNU G 飢 eral Public License の詳細については GNU のウェブサイトをご覧ください （ http://www. 邑 nu.or 旨)。 
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サービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（沖縄県の方はミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•北海道地区 

な札幌サービスセンター 

FAX 

011-61 1-5694 

旭川サービス認定店 

FAX 

0166-55-7207 

帯広サービス認定店 

FAX 

0155-23-7757 

函館サービス認定店 

FAX 

0138-40-6473 

•東北地区 

☆仙台サービスセンター 

FAX 

022-375-4996 

山形サービス認定店 

FAX 

日 23-6] 已 -16S7 

郡山サービス認定店 

FAX 

024 -991-7466 

盛岡サービス認定店 

FAX 

日] 9-6 己 9-189 已 

青森サービス認定店 

FAX 

日 17-73 己-2438 

八戸サービス認定店 

FAX 

0] 78-44-33 己] 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 


受付月〜金9:30〜1致日日（± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:0日、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 
〒日64-日 82S 札幌市中央区北2菜西2日- 1-3 クワヴワビル 
干日7日-日83 ] 旭 j I怖旭町1条1 T 目 438-89 
〒日8日-日日1已帯広市西日条南28了目1-] 

〒日41-日8 ]] 函館市富岡町 2- 1 8-7 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •日•祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:3日〜] 2:日0、13:日日〜1致00 (弊社休業日は除く） 

干981 -3 12 ] 仙台市泉区上谷刈 6- 1 0-26 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

干 963-8861 郡山市鶴見坦1 -9-2 己クレールアヴ エニ ユ-伊藤第2ビル1 F D 号 
干 日 2 日-日日 己]盛岡市下太田下 j I假1己 3-] 

〒日3日-日821青森市勝田2- 16-10 
〒日3]-日8日2八戸市ル中野 3-16-8 
〒日]日-日8日2秋田市外旭川き橋の目 346-1 


•東京都内 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 04S - 己-己947 


受付月〜± 9:30〜1致00 ( 曰•祝•弊社休業日は除く） 

干]已己-日日32世田谷区代ミ尺 4-2 己-9 

干] 70-0 日02豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1F 

干]9日-日日日3立川市栄町 4-18-1 エクセル立川] F 


•関東-甲信越地区 


☆千葉サービスセンター 

FAX 

043-S07-2 己己己 

松戸サービス認定店 

FAX 

047 -340- 己 0 己 2 

水戸サービス認定店 

FAX 

日 29-248- 13日6 

つくばサービス認定店 

FAX 

日298-已 8-1 369 

☆埼玉サービスセンター 

FAX 

日 48-6 己]-803日 

川越サービス認定店 

FAX 

049-233-6581 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

028-6 已7-己882 

群馬サービス認定店 

FAX 

日27日- 2S-18 己9 

新漏サービス認定店 

FAX 

0S 已 -374 -己7己6 

佐渡ヴ-ビス揣店細電機齢 

FAX 

02己 9-63-3400 

☆ネ申奈川サービスセンター 

FAX 

045-943-3788 

横お北サービス認定店 

FAX 

04己- 943-3] 己已 

神奈 j II西サービス認定店 

FAX 

日 46-23] -1209 

=宅島サービス指定店勝見電機 

FAX 

04994-6-1246 

松本サービス認定店 

FAX 

0263 -48-0 己7己 

長野サービス認定店 

FAX 

026 -229 -已2己0 

甲府サービス認定店 

FAX 

0巳己- 228-8003 


受付月〜金 9:30-18:00 吐•日•祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:3日〜] 2:日0、13:0日〜1致00 (弊社休業日は除く） 

干263-日日14千葉市稲毛区作草部町1369-]椎の実八イツ] F 
干 270-0021 松戸市小金原 4-9-23 
干31 0-0844 水戸市住吉町3日 7-4 
干3□己-日04己つくば市梅園 2-2-6 
干331-日812さいたま市:]ヒ区宮原町 1-310-1 
干 350-0804 JI 鹏市下広谷 1128-11 
干321-日912宇都宮市石井町3373-] 

干 372-0801 伊勢崎市宜テ町 1191-17 
干9已日-日982新潟市堀之内南 1-2 日-11 
干9已 2- 1209佐渡市金井町千種11已 8-] 

干224-日日37横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 
T 224-0036 横お市都筑区勝田南 1-19-1 7 
干243-日422海を名市中新田 4-1 日-日3中山ビル 1F 
干]日日- 12]] 王宅村大字坪田 

干39日-日8日2松本市大き島立18日-己パイオニア松本拠点 1F 
干 380-0935 長野市中御所1 -24 
干4日日-日日3已甲府市飯田 4-9- 14 


パヴージュ808伊勢崎1日1号 


ベルデ ユール 茅ケ崎 


•中部地区 


受付月〜金9:3日〜 
☆拠点は、±曜ち受付 


18:00 (± •日¬ 
を30 〜] 2:00、 


祝-弊社休業日は除く） 

13:0日〜18:00 (弊社休業日は除く） 


☆名ち匡サービスセンター 

FAX 

052-532-1148 

岡崎ヴービス認定店 

FAX 

〇已 64-33-7080 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

岐阜サービス認定店 

FAX 

0 己 8-274 -已 256 

静岡サービス認定店 

FAX 

054-237-5691 

沼津サービス認定店 

FAX 

0 己己- 967-84 己已 

お松サービス認定店 

FAX 

日己 3-4S2-14 日] 

金がサービス認定店 

FAX 

076-240 -日已己日 

富山サービス認定店 

FAX 

076 -42 己-3027 

福井サービス認定店 

FAX 

日 776-27-1 768 


干4已]-日日63名ち屋市西区押切 2-8- 18 
干 444-0931 岡崎市大和町字荒田 36-] 大和ビレッジ目 - 1 
〒己] 4-日 8S] 津市垂水己22-已 
〒已日日-83日目岐阜市六条江ま 1-1-3 
干 422-8 日34静岡市駿巧区高松 1-6 -日 
干41日-日87目沼津市北今ミ尺 12-7 
干43己-日日42ミ兵松市擦ヶ瀬町41已ビラモデルナ巳号 
干92日-日362金ミ尺市ち府 3-6 日-] K2 ビル 1F 
干 939-82 ]] 富山市二口町 1-7-] 

干91 0-0001 福井市大願寺 3-5-9 
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ヴービス拠点のご案内 


•関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
神戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


受付月〜金9:30〜1致00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:0日〜]致00 (弊社休業日は除く） 

FAX 06-6310-9120 〒己 64-00 己 2 吹田市広芝町己- 8 

FAX 日 722-7 已 -262 已〒已 93-832S 呪市西区津义野町 1 -8- 1 已□-ズマンション] F 

FAX 日 78-2 目己-日 832 〒目已 1- 日日 93 ネ申戸市中央区こ宮町]了目]日- 1 □-レル=宮ノースアベニュ ー] F 

FAX 0792-51-2656 干 67 1-0224 姫路市別所町佐 ±4-2 

FAX 日 734-46-3 日 26 干 64]- 日日 2] 和歌山市和歌浦ま 3-1-2 己 

FAX 日 7 己- 3 己 2-2 己 88 干 6 日日- 8322 京都市下京区西洞院通五条ま南角ル柳町己 1 3-2 五条义保田ビル 1F 

FAX 0742-36-8713 干 630 -8] 32 奈良市大森西町 2]-26 

FAX 日 773-24 -已 37 已〒始日-日日己己福知山市寢尾新町 2-74 カマ八チマンション 


• 中国-四国地区 

☆広島サービスセンター FAX 082-248-9939 

岡山サービス認定店 FAX 日 8 目- 244-8748 

松江サービス認定店 FAX 日 8 己 2-22-7779 

福山ヴービス認定店 FAX 0849-31 -2791 

鳥取サービス認定店 FAX 日 8 己 7-29-1 29 日 

徳山サービス認定店 FAX 日 834-33 -已 7 已 9 

高松ヴービスステーシヨン FAX 087-861 -4841 

徳島ヴービス認定店 FAX 日 88-669-6 日 76 

高知サービス認定店 FAX 088-802-3321 

松山ヴービス認定店 FAX 089-911-5608 


受付月〜金 9:30-18:00 (± •日•祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:0日〜]致00 (弊社休業日は除く） 

干 73 日-日日 4] 広島市中区ル町 2-3 日第二有楽ビル 1F 
干 7 日日-日 97 日岡山市今 8-1 已 -2] 

干 69 日-日日 17 松江市西津田 4-5-4 日（有）テクピット内 
干 720-0815 福山市野上町 3- 1 S-9 
干 680-0061 鳥取市立 j 11 町己- 24 日-] 

干 74 日-日□日 6 周南市花富町 3-]] 森広事務所 1F 
干 7 目日-日日 78 高松市今里町 1-16-1 

干 77 日- 8023 徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下 1 階 1 日 3 号 
干 78 日-日□日 1 高知市愛若町 3-12-13 晃栄ビル 1F 
干 79 1-8 日] 3 松山市山越己- 12-8 


•九州地区 



受付月〜金9:3日〜18:0日（± •日•祝 • 弊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜も受付9:3日〜] 2:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

☆福岡サービスセンター 

FAX 

日 92-412-746 日 

干 8]2-00]6 

福岡市博多区博多駅南 2-12-3 

北九州ヴービス認定店 

FAX 

日 93-941-83 己 4 

干 802-0044 

北九州市ル倉化区熊本 1 了目 9-4 植田ビル 1 F 

博多サービス認定店 

FAX 

092-461-1643 

干 8] 2-0006 

福岡市博多区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

095-849-4606 

干 8 已 2-8] 4 己 

長崎市昭和] T 目] 2-1 日クリスタル八イツ平野 

熊本サービス認定店 

FAX 

096 -331-3323 

干 862-09] 8 

熊本市花立己 T 目 14- 17 

大分サービス認定店 

FAX 

097 -己己]- 2049 

干 870 -092] 

大分市获原 3-23-1 日曰商ビル 1 日] 

鹿児島サービス認定店 

FAX 

099-201-3803 

干 890 -0046 

鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーヴイド 2] ]F 

宮崎サービス認定店 

FAX 

098 已 -27-3] 36 

干 880 -082] 

宮崎市浮城町 98-] 


>沖縄県 

沖縄サービスステーション 


受付月〜金 9:30-18:00 (± •日•祝 • 弊社休業日は除く） 

TEL 098-879 -1910 干 9 日 1-2 113 浦添市大平 2-2-6 ひろえノ V イツ 102 
FAX 日 98-879- 13 己 2 


平成19年5月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


準備 


4八 


基本設定 


再生 


画質/ 
調壁 


/音声 


ず 


困つたとキ J 


その他 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

市外局番 「日日7日」で 始まる y フリーフオン 及び 「日12日」で 始まる 函フ IJ - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:3 日〜 1 狂日日、 ±曜•日曜•祝日9:3 日〜 12: 日日、 13: 日日〜 17: 日日 （弊社休業日は除く） 

参家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ M 0070-800-8181-22 ■一般電話03— 已4日 6 — 298 日 

■ファックス 日 3-3490 — 己 7] 8 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜19:00、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:0日〜18:00 (弊社休業日は除く） 

]-n °イオニア 

国電言舌 ^。] 2。一己一 8] 028 国一般電言舌。3-已496-2023 

■ファックス 画日] 20-已 一8] 日29 

■インターネッ ト ホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜1狂日日（±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■一般電話 日98 - 879 - ] 9 ] 日 

■ファックス 098-879-1 3已2 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、 U モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30へ 

-]狂日日、±曜 • 日曜-祝日9:3日〜] 2;日日、 

13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

^0]2日一已一8]09己 

■-般電話日已 38-43-1] 目] 

■ファックス 

^日]2日一已一吕]096 



平成19年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 
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論 & ご;細呈巧 

[^^IsoyinkJ 里 ^^ ^ === 

この取扱説明書の M には T " 畢^^> 5 斧^^^ 

古紙パルプ配合率70%再生紙を使用古紙パルプ配合率50%再生紙 


このたびは弊社製品をお買い上げいただを、まことにありがとラございました。 
インターネットによるお客様登録のお願い 蹲社では、お買い上げし、ただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

I 左記アドレスか 5 ご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知 5 せ 

http :// pion 66 r . jp / support / などをお届けいたします。なお左記アドレスは、困ったときのよくある質問や 

各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役 
に立てるサービスの提供を目的としたページです。 


yv イオニア株式会社 

承] 53-8654 東京都目黒区目黒 ] T 目4蚕]号 


©2007； くイオニア株式会社 この取扱説明書は再生紙を使用しています。 

禁無断転載 
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